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- 講義プログラム（第３期生対象） - 

 

【 平成２３年度 第３期生 プログラム構成 】 

開講 

時期 
前期（４～９月） 後期（１０月～３月） 

平成 

２３  

年度 

 

医用基礎技術コースⅠ（医用基礎） 

Ⅰ①薬事申請・関連法規基礎講座 

Ⅰ②臨床医学・臨床工学基礎講座 

Ⅰ③生体計測工学・医用材料工学基礎講座 

医用基礎技術コースⅡ（医用工学基礎） 

Ⅰ④医用品質・安全工学基礎講座 

Ⅰ⑤医用材料加工技術基礎講座 

Ⅰ⑥医用機器設計基礎講座 

医用基礎技術コースⅢ（ロードマップ作成） 

Ⅰ⑦医用機器産業基礎講座 

平成 

２４  

年度 

 

医用基礎技術コースⅣ（工学応用） 

Ⅰ⑧医用機器制御応用講座 

Ⅰ⑨医用機器組込ソフトウェア応用講座 

Ⅰ⑩医用機器の総合応用実習 

医用先端技術コースⅠ（先端医用実習） 

Ⅱ①先端医用工学講座 

Ⅱ②先端医用機器開発実習 

Ⅱ③先端医用機器解析実習 

医用先端技術コースⅡ（インターンシップ） 

Ⅱ④先端医療インターンシップ 

 

【 平成２３年度 第３期生 コース予定 】 

コース名 講座名/実施年度 
平成２３年度 平成２４年度 

前期 後期 前期 後期 

Ⅰ 

医 

用 

基 

礎 

コ 

｜ 

ス 

医用技術基礎コースⅠ 

（医用基礎技術） 

Ⅰ①薬事申請・関連法規基礎講座  

Ⅰ②臨床医学・臨床工学基礎講座  

Ⅰ③生体計測工学 

・医用材料工学基礎講座 

◎    

医用基礎技術コースⅡ 

（医用工学基礎） 

Ⅰ④医用品質・安全工学基礎講座  

Ⅰ⑤医用材料加工技術基礎講座  

Ⅰ⑥医用機器設計基礎講座  

 ◎   

医用基礎技術コースⅢ 

（ロードマップ作成） 

Ⅰ⑦医用機器産業基礎講座 

(MOT,工場見学)  
● ●   

医用基礎技術コースⅣ
（工学応用） 

Ⅰ⑧医用機器制御応用講座  

Ⅰ⑨医用機器組込ソフトウェア 

応用講座  

Ⅰ⑩医用機器の総合応用実習  

  ◎  

Ⅱ 

医 

用 

先 

端 

コ 

｜ 

ス 

医用先端技術コースⅠ
（先端医用実習） 

Ⅱ①先端医用工学講座 

(オムニバス形式) 

Ⅱ②先端医用機器開発実習  

Ⅱ③先端医用機器解析実習  

  ◎ ◎ 

医用先端技術コースⅡ
（インターンシップ） 

Ⅱ④先端医療インターンシップ    ● ● 

◎定期的な講義と実習 ●不定期で１年間実施 

 

【 講義時間割 】 

時  限 時      間 

１ １０：００～１１：３０ 

２ １２：３０～１４：００ 

３ １４：１０～１５：４０ 

４ １５：５０～１７：２０ 

※昼休みは、11:30～12:30 です。 
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- 講義詳細日程（第３期生対象） - 

【平成２３年度 前期 】医用基礎技術コースⅠ（医用技術基礎） 

月 ４ 5 6 7 ８ 9 

日 2 9 23 7 21 4 18 2 16 6 20 3 17 

1 時限  Ⅰ① Ⅰ① Ⅰ① Ⅰ① Ⅰ② Ⅰ② Ⅰ② Ⅰ② Ⅰ③ Ⅰ③ Ⅰ③ Ⅰ③ 

2 時限 開

講

式 

Ⅰ① Ⅰ① Ⅰ① Ⅰ① Ⅰ② Ⅰ② Ⅰ② Ⅰ② Ⅰ③ Ⅰ③ Ⅰ③ Ⅰ③ 

3 時限 Ⅰ① Ⅰ① Ⅰ① Ⅰ① Ⅰ② Ⅰ② Ⅰ② Ⅰ② Ⅰ③ Ⅰ③ Ⅰ③ Ⅰ③ 

4 時限 Ⅰ① Ⅰ① Ⅰ①  Ⅰ②  Ⅰ② Ⅰ② Ⅰ③ Ⅰ③ Ⅰ③  

【平成２３年度 後期 】医用基礎技術コースⅡ（医用工学基礎） 

月 １０ １１ １２ １ ２ ３ 

日 1 22 29 12 3 17 7 21 4 25 3 24 

1 時限 Ⅰ④ Ⅰ④ Ⅰ④ Ⅰ④ Ⅰ⑤ Ⅰ⑤ Ⅰ⑤ Ⅰ⑤ Ⅰ⑥ Ⅰ⑥ Ⅰ⑥ Ⅰ⑥ 

2 時限 Ⅰ④ Ⅰ④ Ⅰ④ Ⅰ④ Ⅰ⑤ Ⅰ⑤ Ⅰ⑤ Ⅰ⑤ Ⅰ⑥ Ⅰ⑥ Ⅰ⑥ Ⅰ⑥ 

3 時限 Ⅰ④ Ⅰ④ Ⅰ④ Ⅰ④ Ⅰ⑤ Ⅰ⑤ Ⅰ⑤ Ⅰ⑤ Ⅰ⑥ Ⅰ⑥ Ⅰ⑥ Ⅰ⑥ 

4 時限 Ⅰ④ Ⅰ④ Ⅰ④  Ⅰ⑤ Ⅰ⑤ Ⅰ⑤  Ⅰ⑥ Ⅰ⑥ Ⅰ⑥  

【平成２３年度前期～平成２３年度後期】医用基礎技術コースⅢ（ロードマップ作成） 

 

【平成２４年度 前期】医用基礎技術コースⅣ（工学応用） 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

日 14 21 12 19 2 16 7 21 28 25 1 15 

1 時限 Ⅰ⑧ Ⅰ⑧ Ⅱ① Ⅰ⑧ Ⅰ⑨ Ⅰ⑨ Ⅰ⑨ Ⅰ⑨ Ⅰ⑩ Ⅰ⑩ Ⅰ⑩ Ⅰ⑩ 

2 時限 Ⅰ⑧ Ⅰ⑧ Ⅰ⑧ Ⅰ⑧ Ⅰ⑨ Ⅰ⑨ Ⅰ⑨ Ⅰ⑨ Ⅰ⑩ Ⅰ⑩ Ⅰ⑩ Ⅰ⑩ 

3 時限 Ⅰ⑧ Ⅰ⑧ Ⅰ⑧ Ⅰ⑧ Ⅰ⑨ Ⅰ⑨ Ⅰ⑨ Ⅰ⑨ Ⅰ⑩ Ⅰ⑩ Ⅰ⑩ Ⅰ⑩ 

4 時限 Ⅰ⑧ Ⅰ⑧ Ⅰ⑧ Ⅰ⑧ Ⅰ⑨ Ⅰ⑨ Ⅰ⑨  Ⅰ⑩ Ⅰ⑩ Ⅰ⑩  

【平成２４年度 後期】医用先端技術コースⅠ（先端医用実習） 

月 １０ １１ １２ １ ２ ３ 

日 6 20 10 17 1 15 12 19 2 16 2 22 

1 時限 Ⅱ① Ⅱ① Ⅱ① Ⅱ① Ⅱ① Ⅱ① Ⅱ① Ⅱ① Ⅱ① Ⅱ① Ⅱ① Ⅱ① 

2 時限 Ⅱ② Ⅱ② Ⅱ② Ⅱ② Ⅱ② Ⅱ① Ⅱ③ Ⅱ③ Ⅱ③ Ⅱ③ Ⅱ③ Ⅱ① 

3 時限 Ⅱ② Ⅱ② Ⅱ② Ⅱ② Ⅱ②  Ⅱ③ Ⅱ③ Ⅱ③ Ⅱ③ Ⅱ③  

4 時限 Ⅱ② Ⅱ② Ⅱ② Ⅱ② Ⅱ②  Ⅱ③ Ⅱ③ Ⅱ③ Ⅱ③ Ⅱ③ 閉講式 

【平成２４年度 前期～平成２４年度 後期】  

医用先端技術コースⅡの「Ⅱ④先端医療インターンシップ」は別途日程調整 

 

 

（＊講義日程・カリキュラム内容・開催場所等は事情により変更される場合があります） 

月 6 ９ １２ １ １ 

日 30(木) 9(金) 9(金) 14(土) 28(土) 

１時限～ 

４時限 

Ⅰ⑦×３ 

展示会視察 

(午後) 

Ⅰ⑦×２ 

工場見学(午後) 

Ⅰ⑦×２ 

工場見学(午後)  

 

Ⅰ⑦×４ 

ＭＯＴ 

 

Ⅰ⑦×４ 

ﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ作成 
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文部科学省 科学振興調整費 地域再生人材育成創出拠点の形成 

「富士山麓医用機器開発エンジニア養成プログラム」 

科目名（コース名） 

No. Ⅰ-① 
Ⅰ医用基礎技術コース（Ⅰ医用基礎） 

薬事申請・関連法規基礎講座 

必修/選択 必修 実施時数 
講義 1.5ｈ×15 回（１年次前期）  

[ 平成２３年度前期(H23 年 4 月～H23 年 5 月) ] 

担当（所属） 

望月幹男（責任者） 

長谷川メディカルコンサルタント： 

代表  長谷川 

フジファルマ（株）：代表取締役 永田 

実施 

場所 

沼津高専 

専攻科棟 ゼミ３ 

講義の概要 

医療機器の製造販売の基本となる薬事法、薬事申請のシステムをまず理解し、製

造、業態、技術評価と薬事申請の具体的な業務等を学ぶ。また、医療機器の製販

実務も紹介する。  

到達目標 
医療機器開発において薬事法を理解し、 業許可と品目認証・承

認の業務工程を把握できること。  

テキスト 

授業時に関連資料を配布する。 

よくわかる改正薬事法（薬事日報社） 

平成２３年度薬事法令ハンドブック（薬事日報社） 

授業計画 

講義内容 

１． 薬事法（  

２． 薬事法（  

３． Ⅰ（薬事法における医療機器） 

４． Ⅱ（技術評価・ ・ 保険適用） 

５．医療機器の承認制度と申請資料Ⅰ（品目承認申請書など） 

６．医療機器の承認制度と申請資料Ⅱ（申請書の例題） 

７．医療機器の承認制度と申請資料Ⅲ（申請書の演習） 

８．医療機器の承認制度と申請資料Ⅳ（承認審査資料、他） 

９．医療機器の製販実務Ⅰ（製造衛生・減菌） 

10．医療機器の製販実務Ⅱ（包装表示と添付文書） 

11．医療機器の製販実務Ⅲ（海外制度など） 

12． 品質管理システム ISO13485 

13． 品質管理システム ISO13485 

14．医療機器の品質管理システムⅢ（リスクマネジメント） 

15． 品質管理システム  

オフィス 

アワー 
授業終了後に実施 

備考 
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文部科学省 科学振興調整費 地域再生人材育成創出拠点の形成 

「富士山麓医用機器開発エンジニア養成プログラム」 

科目名（コース名） 

No. Ⅰ-② 
Ⅰ医用基礎技術コース（Ⅰ医用基礎） 

臨床医学・臨床工学基礎講座 

必修/選択 必修 実施時数 
講義 1.5h×15 回（１年次前期） 

[ 平成２３年度前期(H23 年 6 月～H23 年 7 月) ] 

担当（所属） 

医学概論：金井、鈴木（東海大学） 

臨床工学：大島（責任者）、 

田所（東海大学） 

実施 

場所 

東海大学開発工学部 

4 号館 5 階ゼミ室 

講義の概要 

人体の構造から各器官の働きの基礎を学び、それらの器官の機能が低下したとき

におきる疾病について学ぶ。更にそれらの疾病に対する機能代行装置や種々の治

療器の治療原理、機械･電気構造とその安全管理について学ぶ。 

到達目標 

臨床工学で必要となる人体の仕組み、病気と治療法を理解でき、その治療に用い

る各種機器について理解できる。 

人工呼吸装置 人工心肺装置 補助循環装置 人工透析装置に関して、原理・操

作法を理解できる。 

テキスト 授業前に資料を配布する。 

授業計画 

講義内容 

 

【医学概論】 

 

１．人の体と構造 

２．生理学基礎－１ 

３．生理学基礎－２ 

４．臨床医学－脳・神経系 

５．臨床医学－腎臓 

６．臨床医学－慢性腎不全 

７．腎臓代行装置学 

【臨床工学】 

 

８．臨床医学呼吸・循環器系 

９．麻酔科学 

10．補助循環装置 

11．医用治療機器学－１ 

12．循環代行装置 

13．呼吸代行装置 

14．医用治療機器学－２ 

15．医用機器安全管理学 

オフィス 

アワー 
講義終了後またはメールで対応する 

備考 
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文部科学省 科学振興調整費 地域再生人材育成創出拠点の形成 

「富士山麓医用機器開発エンジニア養成プログラム」 

科目名（コース名） 

No. Ⅰ-③ 
Ⅰ医用基礎技術コース（Ⅰ医用基礎） 

生体計測工学・医用材料工学基礎講座 

必修/選択 必修 実施時数 
1.5ｈ×15 回（１年次前期） 

[ 平成２３年度後期(H23 年 8 月～H23 年 9 月) ] 

担当（所属） 

生体計測工学：衛藤、影山、 

山崎（東海大学） 

医用材料工学：望月（東海大学） 

（責任者） 

実施 

場所 

東海大学開発工学部 

4 号館、5 階ゼミ室他 

講義の概要 

・生体計測工学：病気の診断には生体情報の収集が必須であり、このために種々

の物理的、化学的原理に基づいた測定機が用いられている。本講義では各種機

器の測定原理と装置の構造を理解する。 

・医用材料工学：医療機器に使われる高分子材料について、その熱物性、機械的

物性を学び、特に熱特性が成形条件、滅菌方法、製品の安定性に大きく関与す

る事を演習を通じ学ぶ。又、材料が生体に及ぼす影響について支配的な因子で

ある材料の表面電位についても学ぶ。 

到達目標 
基本的な材料特性及び生体への影響を理解し、開発へ応用できる事。病変を確認

するために行なわれる生体計測に対する基礎知識、方法を理解する事。 

テキスト 資料を講義前に配布する。 

授業計画 

講義内容 

【生体計測工学】 

１．生体計測の基礎 

２．生体の構造力学的特性 

３．構造力学的現象の計測実習 

４．生体電気現象の計測と解析 

５．生体電気現象の計測実習 

６．医用画像による脳機能解析 

７．臨床における客観的画像診断法の実際 

８．バイオインフォマティクス 

【医用材料工学】 

９．有機高分子材料とは 

10．温度と高分子物性 

11．高分子の熱特性測定法 

12．材料と滅菌法 

13．機能性医用高分子 

14．材料と生体反応 

15．生体反応を支配する表面特性 

オフィス 

アワー 
講義終了後またはメールで対応する 

備考  
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文部科学省 科学振興調整費 地域再生人材育成創出拠点の形成 

「富士山麓医用機器開発エンジニア養成プログラム」 

科目名（コース名） 

No. Ⅰ-④ 
Ⅰ医用基礎技術コース（Ⅱ医用工学基礎） 

医用品質・安全工学基礎講座 

必修/選択 必修 実施時数 
1.5ｈ×15 回（１年次後期） 

[ 平成２３年度前期(H23 年 10 月～H23 年 11 月) ] 

担当（所属） 

望月幹男（責任者） 

テュフ・ラインランド・ジャパン（株） 

医療機器課 審査員：相原 

実施 

場所 

沼津高専 

専攻科棟・ゼミ３教室 

講義の概要 
ISO における品質システムの概念と要求される体制を学び、開発段階から生産、

製品の品質保証まで各段階で必要となるシステムを学ぶ。 

到達目標 開発から生産までの工程において品質保証 ISO の概念どおりに行動できる事。 

テキスト 授業前に資料を配布 

授業計画 

講義内容 

１．医療機器の品質管理システム（ISO）：総論 

２．開発における設計管理システム 

３．生産における管理システム 

４．品質保証における管理システム 

５．ドキュメント管理 

６．トレーサビィティー 

７．製造場所環境 

８．安全性試験 

９．製品性能・機能試験 

10．各種バリデーション（滅菌、製造条件等） 

11．原材料料試験 

12．異常時対応 

13．安全工学-1 

14．安全工学-2 

15．テスト 

オフィス 

アワー 
講義終了後またはメールで対応する 

備考  
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文部科学省 科学振興調整費 地域再生人材育成創出拠点の形成 

「富士山麓医用機器開発エンジニア養成プログラム」 

科目名（コース名） 

No. Ⅰ-⑤ 
Ⅰ医用基礎技術コース（Ⅱ医用工学基礎） 

医用材料加工技術基礎講座 

必修/選択 選択 実施時数 
講義 1.5ｈ×15 回（１年次後期） 

[ 平成２３年度後期(H23 年 12 月～H24 年 1 月) ] 

担当（所属） 

相良 誠 ( 責任者 ) 

永禮 哲生、小林 隆志、 

藤尾 三紀夫、 

西田 友久(加工技術実習・責任者)、 

技術室(実習工場)（沼津高専） 

実施 

場所 

沼津高専 

・専攻科棟・ゼミ３教室 

・機械実習工場 

講義の概要 

医療機器に利用される材料の加工方法、成形方法の基礎を学習する。金属材料
については、鋳造、塑性加工、溶接加工、切削加工、研削加工について概観す
る。切削加工と立体造形では実習を体験することで加工法と成形法の実感をつ
かむ。 

到達目標 
各種材料を所望の形状、精度に仕上げていくために、どのような方法があるか、
それぞれの特長と制約条件などについて、ひと通りの知識を身につけること。 

テキスト 各講師が作成したテキストおよび市販教科書 

授業計画 

講義内容 

１．ガイダンス：コース案内、加工法・成型法の分類（相良） 

２．加工技術実習Ⅰ(現場実習)（ガイダンス・主たる加工法を見学・実習する） 

３．加工技術実習Ⅱ(現場実習)（主たる加工法を見学・実習する） 

４．加工技術実習Ⅱ(現場実習)（主たる加工法を見学・実習する） 

・溶接、塑性加工、旋削、CAD、マシニングセンタ(西田,実習工場スタッフ) 

５．切削加工Ⅰ：切削加工入門、旋削加工、旋盤（永禮） 

６．切削加工Ⅱ：工作機械、ＮＣ工作機械（永禮） 

７．鋳造・精密鋳造：鋳造法概論、鋳造物の例（小林） 

８．塑性加工：圧延、プレス、鍛造などの加工法、加工実施例（小林） 

９．切削加工Ⅲ：穴あけ、フライス加工（永禮） 

10．放電加工・レーザー加工：加工法概論、加工実施例（永禮） 

11．溶接・樹脂成形：樹脂材料、射出成形法、製品例（小林） 

12．加工と精度：加工物の測定、各種加工法の精度（相良） 

13．ＣＡＤ／ＣＡＭ実習Ⅰ：ＣＡＤ概論、実習（藤尾） 

14．ＣＡＤ／ＣＡＭ実習Ⅱ：ＣＡＭ概論、立体造形データ作成（藤尾） 

15．立体造形実習：立体造形実習（藤尾） 

オフィス 

アワー 
講義終了後またはメールで対応する 

備考  
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文部科学省 科学振興調整費 地域再生人材育成創出拠点の形成 

「富士山麓医用機器開発エンジニア養成プログラム」 

科目名（コース名） 

No. Ⅰ-⑥ 
Ⅰ医用基礎技術コース（Ⅱ医用工学基礎） 

医用機器設計基礎講座 

必修/選択 選択 実施時数 
講義 1.5h×15 回（１年次後期） 

[ 平成２３年度後期(H24 年 2 月～H24 年 3 月) ] 

担当（所属） 

小林隆志（責任者） 

手塚重久, 鄭萬溶, 新冨雅仁（沼津高専） 

（株）サイバネットシステム 

チーフテクニカルオフィサー 石塚真一 

実施 

場所 

沼津高専 

専攻科棟・ゼミ３教室 

機械科コンピュータ演習室 

講義の概要 

製品設計の基礎となる材料力学，流体工学，熱工学，振動工学について体系的に

学習するとともに，演習により現実の問題への応用力を身につける。また，近年

企業で広く用いられている CAE（コンピュータを利用したシミュレーション技

術）についても演習を行い，製品設計への応用方法についても学習する。 

到達目標 

設計に必要となる工学的な基礎知識を身に付ける。 

基礎理論を適用して，実用上の問題を解決できる。 

設計ツールとして CAE を使えるようにする。 

工学の基礎理論を習得して，継続的な学習を行うための基礎をつくる。 

テキスト 授業前に資料を配布する。 

授業計画 

講義内容 

１．ガイダンス・設計工学Ⅰ：材料の機械的特性（小林） 

２．振動工学Ⅰ：振動とは（鄭） 

３．流体工学Ⅰ：流体の基本的な性質（手塚） 

４．流体工学Ⅱ：流体運動の基礎（手塚） 

５．熱工学Ⅰ：伝熱の基礎と熱伝導（新冨） 

６．振動工学Ⅱ：振動の基礎知識（鄭） 

７．設計工学Ⅱ：材料の引張・圧縮，曲げ，ねじり（小林） 

８．流体工学Ⅲ：粘性流体の基礎と円管内の流れ（手塚） 

９．設計工学Ⅲ：許容応力，強度評価の方法（小林） 

10．振動工学Ⅲ：振動対策（鄭） 

11．熱工学Ⅱ：熱伝達（新冨） 

12．熱工学Ⅲ：放射伝熱（新冨） 

13．CAE 演習Ⅰ：構造解析（小林） 

14．CAE 演習Ⅱ：熱・流体関連（手塚・新冨） 

15．CAE 演習Ⅲ：振動関連（鄭・石塚） 

オフィス 

アワー 

昼休みまたは講義終了後に対応する 

11:30~12:00 

17:20~18:00 

備考 
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文部科学省 科学振興調整費 地域再生人材育成創出拠点の形成 

「富士山麓医用機器開発エンジニア養成プログラム」 

科目名（コース名） 

No. Ⅰ-⑦ 
Ⅰ医用基礎技術コース（Ⅲロードマップ作成） 

医用機器産業基礎講座 

必修/選択 必修 実施時数 

1.5ｈ×15 回（１年次通年） 

[ 平成２３年度前期～平成２３年度後期 

(H23 年 6 月～H24 年 3 月) ] 

担当（所属） 

望月幹男（責任者） 

植田勝智（ファルマバレーセンター） 

深澤公詞（ぬまづ産業振興プラザ） 

実施 

場所 

沼津高専・第３会議室 

専攻科棟・ゼミ３教室 

（工場見学） 

講義の概要 

  

,  

 

 

 

 

到達目標 

静岡県東部の医療機器関連産業の実態を知ることと、この産業のイノベーション

による将来発展の可能性及びそれに従事することの社会的使命の自覚を持つ。ま

た、経営者を含めた医療分野参画への戦略の構築を行い、目標を明確にする。 

テキスト 自作資料を利用 

授業計画 

講義内容 

１～２．工場見学Ⅰ：医用機器開発製造企業の見学 （近郊） 

３～４．工場見学Ⅱ：医用機器分野参画成功企業の見学（近郊） 

５．ＭＯＴ講座１：ライフサイエンスの現状と課題 [植田] （企業経営者も参加） 

６．ＭＯＴ講座２：ＭＯＴの基礎Ⅰ（ＭＢＡとＭＯＴ活用の意義） [深澤] 

（企業経営者も参加） 

７．ＭＯＴ講座２：ＭＯＴの基礎Ⅱ（理念と戦略・ロードマップ）[深澤] 

８．ＭＯＴ講座３：ＭＯＴ実習 [深澤]         

９．ＭＯＴ講座３：ＭＯＴワークショップ [深澤] 

10～12．ロードマップ作成実習 

13～15．工場見学Ⅲ：医用機器開発製造企業の見学 （遠方） 

オフィス 

アワー 
講義終了後またはメールで対応する 

備考  
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文部科学省 科学振興調整費 地域再生人材育成創出拠点の形成 

「富士山麓医用機器開発エンジニア養成プログラム」 

科目名（コース名） 

No. Ⅰ-⑧ 
Ⅰ医用基礎技術コース（Ⅳ工学応用） 

医用機器制御応用講座 

必修/選択 必修 実施時数 
1.5ｈ×15 回（２年次前期） 

[ 平成２４年度前期(H24 年 4 月～H24 年 5 月) ] 

担当（所属） 

高野明夫（責任者）, 望月孔二， 

山之内 亘,芹澤弘秀, 藤尾三紀夫, 

（沼津高専） 

実施 

場所 

沼津高専 

専攻科棟・ゼミ３教室 

テクノセンター共同研究室 

講義の概要 

医療機器を制御するため、基本的なアクチュエータであるモータと駆動回路に

ついて学習した後，機器制御に必要となるセンサ技術、センサで受信した信号の

処理、デジタル制御の基礎と応用、ＰＩ制御と 2 自由度制御の設計法について学

ぶ。さらに、計測制御に用いられるソフトウェアツールを用いての総合演習と，

医療機器で利用されているシーケンス制御についても学習する。 

 
制御の基本概念の理解と自学自習できるための基礎学力を付ける。 

制御に必要となる入力および出力の扱いについて習熟する。 

テキスト 資料を講義前に配布する。 

授業計画 

講義内容 

１．ガイダンス： 制御技術の概論（高野） 

２．アクチュエータ制御Ⅰ：直流モータと交流モータ（高野） 

３．アクチュエータ制御Ⅱ：チョッパとインバータ（高野） 

４．センサ基礎：各種センサの仕組み（望月） 

５．センサ応用：センサ利用の実例（望月） 

６．信号処理Ⅰ：2 進数とＤ／Ａ変換（高野） 

７．信号処理Ⅱ：Ａ／Ｄ変換とカウンタ（高野） 

８．デジタル制御Ⅰ（山之内） 

９．デジタル制御Ⅱ（山之内） 

10．制御工学Ⅰ：ＰＩ制御（高野） 

11．制御工学Ⅱ：2 自由度制御（高野） 

12．LabView 演習Ⅰ：データ集録（芹澤） 

13．LabView 演習Ⅱ：Ｇプログラミング言語と情報加工（芹澤） 

14．シーケンス制御Ⅰ：リレーとシーケンス図の基礎（藤尾） 

15．シーケンス制御Ⅱ：シーケンサとラダー図の基礎（藤尾） 

オフィス 

アワー 
授業終了後の６０分程度。 

備考  
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文部科学省 科学振興調整費 地域再生人材育成創出拠点の形成 

「富士山麓医用機器開発エンジニア養成プログラム」 

科目名（コース名） 

No. Ⅰ-⑨ 
Ⅰ医用基礎技術コース（Ⅳ工学応用） 

医用機器組込ソフトウェア応用講座 

必修/選択 必修 実施時数 
講義 1.5ｈ ×15 回（２年次前期） 

[ 平成２４年度前期(H24 年 6 月～H24 年 7 月) ] 

担当（所属） 

牛丸真司（責任者） 

青木悠祐（沼津高専） 

森孝夫（名古屋大学） 

実施 

場所 

沼津高専 

制御情報工学科実験棟３階 

（メカトロニクス演習室） 

講義の概要 

組み込みソフトウェアに関する基礎を学習し、μITRON 仕様 OS を搭載した学

習用ボードを用いて、組込みソフトウェアのプログラミング演習を行う。次に、

組込みソフトウェア設計・開発の基本を学習し、最後に医用機器を想定としたソ

フトウェアの開発演習を行う。 

到達目標 

組み込みソフトウェアおよびその開発に関する基礎的知識を習得し、ソフトウェ

ア設計・開発の演習を通じて、医用機器開発に必要な組込みソフトウェア開発の

基礎的なスキルを実践的に習得する。 

テキスト 授業前に資料を配布 

授業計画 

講義内容 

１．ガイダンス、組込みシステムとソフトウェア：牛丸 

２．オペレーティングシステム、μITRON 仕様 OS：牛丸 

３：ソフトウェア開発環境の構築：牛丸 

４．プログラミング基礎：牛丸 

５．学習用ボードを用いたプログラミング演習（１）：牛丸、青木 

６．学習用ボードを用いたプログラミング演習（２）：牛丸、青木 

７．学習用ボードを用いたプログラミング演習（３）：牛丸、青木 

８．学習用ボードを用いたプログラミング演習（４）：牛丸、青木 

９．組込みソフトウェアの設計・開発（１）：森、牛丸 

10．組込みソフトウェアの設計・開発（２）：森、牛丸 

11．組込みソフトウェアの設計・開発（３）：森、牛丸 

12．組込みソフトウェアの設計・開発（４）：森、牛丸 

13．医用機器を想定した組込みソフトウェア開発演習（１）：牛丸、青木 

14．医用機器に想定した組込みソフトウェア開発演習（２）：牛丸、青木 

15．組込みソフトウェア開発スキルの習得と人材育成：牛丸 

オフィス 

アワー 
開講日の１７時３０分～１８時３０分 

備考 プログラミング経験を有することが望ましいが、未経験者でも受講可能 
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文部科学省 科学振興調整費 地域再生人材育成創出拠点の形成 

「富士山麓医用機器開発エンジニア養成プログラム」 

科目名（コース名） 

No. Ⅰ-⑩ 
Ⅰ医用基礎技術コース（Ⅳ工学応用） 

医用機器の総合応用実習 

必修/選択 必修 実施時数 
講義 1.5ｈ ×15 回（２年次前期） 

[ 平成２４年度前期(H24 年 8 月～H24 年 9 月) ] 

担当（所属） 
芹澤弘秀（責任者）， 

永禮哲生，大庭勝久（沼津高専） 

実施 

場所 

沼津高専 

制御情報工学科実験棟３階 

（メカトロニクス演習室） 

講義の概要 

医療機器で用いられる要素技術である、センサ、メカニックス、モータ制御、

ソフトウェア制御、シーケンス制御を含む機器の開発を目的として、プロジェク

ト型体験学習（ＰＢＬ）の方法で実習を行う。受講生は、プロジェクトチームを

編成し、与えられたニーズ（要求）から開発すべき装置の仕様を決定する。さら

に、装置の設計から組み立て、制御ソフト開発、動作検証までをチームで協力し

ながら行い、機器開発の一連の流れを体験する。また、最後にプレゼンテーショ

ンにて成果発表を行う。 

到達目標 

与えられたニーズから製作する装置の仕様を決定できること。これまでに学習

した知識と技術を製品開発に応用できること。自主的な調査・学習およびチーム

構成員との対話によって問題解決を図れること。与えられた制約のもとで組織的

かつ計画的に作業を遂行できること。成果を分かりやすく説明できること。 

テキスト 授業前に資料を配布 

授業計画 

講義内容 

１．ガイダンス 

２．初期研究：ニーズの把握と要求機能の明確化 

３．概念設計Ⅰ：要素技術の調査等 

４．概念設計Ⅱ：要素技術の調査とサブグループ編成 

５．詳細設計Ⅰ：要素設計 

６．詳細設計Ⅱ：要素設計と設計仕様書の作成 

７．サブシステムの製作Ⅰ 

８．サブシステムの製作Ⅱ 

９．サブシステムの製作Ⅲ 

10．サブシステムの製作Ⅳ 

11．サブシステムの評価と調整 

12．システムの統合と動作確認 

13．システムの最終調整 

14．システムの総合評価 

15．まとめとプレゼンテーション・報告書作成 

オフィス 

アワー 
講義終了後に対応する。 

備考  
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文部科学省 科学振興調整費 地域再生人材育成創出拠点の形成 

「富士山麓医用機器開発エンジニア養成プログラム」 

科目名（コース名） 

No. Ⅱ-① 
Ⅱ医用先端技術コース（Ⅰ先端医用実習） 

先端医用工学講座 

必修/選択 必修 実施時数 
講義 1.5ｈ×15 回（２年次前期～後期） 

[ 平成２４年度通年(H24 年 5 月～H25 年 3 月) ] 

担当（所属） 

望月幹男（責任者） 

東海大学、静岡がんセンター、医療機器メー

カー等外部講師（予定） 
実施 

場所 

沼津高専 

専攻科棟・ゼミ３教室 

制御情報工学科実験棟３

階（メカトロニクス演習

室） 

講義の概要 
医療技術、装置における最先端の技術をオムニバス形式で受講し、受講生の所属

する企業の製品開発、方向性の参考とする。 

到達目標 
大学教員および企業研究者から最先端の医療技術について講演を受け、最先端の

医療技術の動向を学習し、所属企業の今後の技術開発動向に反映できる。 

テキスト 授業前に資料を配布 

授業計画 

講義内容 

１．ガイダンス 

２．最先端医療技術Ⅰ 

３．最先端医療技術Ⅱ 

４．最先端医療技術Ⅲ 

５．最先端医療技術Ⅳ 

６．特別講演Ⅰ 

７．特別講演Ⅰ 

８．最先端医療技術Ⅴ 

９．最先端医療技術Ⅵ 

10．最先端医療技術Ⅶ 

11．最先端医療技術Ⅷ 

12．最先端医療技術Ⅸ 

13．特別講演Ⅱ  

14．特別講演Ⅱ  

15．まとめ 

オフィス 

アワー 
各講義終了後対応する 

備考  
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文部科学省 科学振興調整費 地域再生人材育成創出拠点の形成 

「富士山麓医用機器開発エンジニア養成プログラム」 

科目名（コース名） 

No. Ⅱ-② 
Ⅱ医用先端技術コース（Ⅰ先端医用実習） 

先端医用機器開発実習 

必修/選択 必修 実施時数 
講義・実習 1.5ｈ×15 回（２年次後期） 

[ 平成２４年度後期(H24 年 10 月～H24 年 12 月) ] 

担当（所属） 
藤尾三紀夫（沼津高専）：とりまとめ 

外部講師（医療機器企業技術者を予定） 

実施 

場所 

沼津高専 

専攻科棟・ゼミ３教室 

その他(医療機器メーカ) 

講義の概要 

実際に利用されている医療機器について機能の改良、装置の改造を行う。 

また、共同研究を前提とし、企業から与えられた仕様を満たす機能あるいは機

器・器具を開発する。 

到達目標 
実際に医療機器を操作することで仕様を理解し、要求仕様書に従って新たな機能

や器具を開発できる実践的な能力を身に付ける。 

テキスト 
装置のマニュアル 

装置の設計書（仕様書） 

授業計画 

講義内容 

１．ガイダンス 

２．開発医療機器の説明と要求仕様の提示 

３．要求仕様の解析と基本構想 

４．設計Ⅰ（概念設計） 

５．設計Ⅱ（システム設計）  

６．設計Ⅲ（外部・内部仕様書作成）  

７．開発Ⅰ（基本部分製作）  

８．開発Ⅱ（詳細部分製作）  

９．開発Ⅲ（単体テスト）  

10．開発Ⅳ（結合テスト）  

11．開発Ⅴ（総合テスト） 

12．デバック・評価（操作検証） 

13．デバック・評価（修正と検証） 

14．運用評価（仕様評価） 

15．まとめ（プレゼンテーションとデモンストレーション） 

オフィス 

アワー 
各講義終了後対応する 

備考 
２～３名をひとつのチームとし，班ごとに機能開発を行う 

時間外に実施したい場合は，班ごとに実施日時を決めて担当の許可を得ること 
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文部科学省 科学振興調整費 地域再生人材育成創出拠点の形成 

「富士山麓医用機器開発エンジニア養成プログラム」 

科目名（コース名） 

No. Ⅱ-③ 
Ⅱ医用先端技術コース（Ⅰ先端医用実習） 

先端医用機器解析実習 

必修/選択 必修 実施時数 
講義・実習 1.5ｈ×15 回（２年次後期） 

[ 平成２４年度後期(H25年1月～H25年3月) ] 

担当（所属） 
藤尾三紀夫（沼津高専）：とりまとめ 

外部講師（医療機器企業技術者を予定） 

実施 

場所 

沼津高専 

専攻科棟・ゼミ３教室 

その他(医療機器メーカ) 

講義の概要 
実際に利用されている医用機器について機能の理解を行った後、各要素技術につ
いて調査・分析し、利用されている技術を理解する。 

到達目標 
実際に医療機器をさわり、理解し、機能分析できる実践的な能力を身に付ける。 
また、文献調査やインターネットにおける調査など調査手法も身につける。併せ
て特許の検索手法も身につける。 

テキスト 
装置のマニュアル 

装置の設計書 

授業計画 

講義内容 

１．ガイダンス 

２．医療機器の概要説明 

３．医用機器の市場調査（インターネット利用） 

４．医療機器の仕様分析  

５．医療機器の分解と要素分解 

６．要素技術の抽出Ⅰ（基本要素）  

７．要素技術の抽出Ⅱ（詳細要素）  

８．要素技術の調査・分析Ⅰ（図書館利用）  

９．要素技術の調査・分析Ⅱ（インターネット利用）  

10．要素技術の解析Ⅰ（基本機能）  

11．要素技術の解析Ⅱ（動作原理）  

12．要素技術の解析Ⅲ（特許調査）  

13．要素技術の解析Ⅳ（代替え機能の検討）  

14．報告書作成 （データ整理） 

15．まとめと報告会 

オフィス 

アワー 
各講義終了後対応する 

備考 
２～３名をひとつのチームとし，班ごとに分析を行う 

時間外に実施したい場合は，班ごとに実施日時を決めて担当の許可を得ること 
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文部科学省 科学振興調整費 地域再生人材育成創出拠点の形成 

「富士山麓医用機器開発エンジニア養成プログラム」 

科目名（コース名） 

No. Ⅱ-④ 
Ⅱ医用先端技術コース（Ⅱインターンシップ） 

先端医療インターンシップ 

必修/選択 必修 実施時数 

実習 8ｈ×10 回:２週間（２年次通年） 

[ 平成２４年度前期～平成２４年度後期 

(H24 年 4 月～H25 年 3 月) ] 

担当（所属） 望月幹男（沼津高専）：とりまとめ 
実施 

場所 
医療機器メーカ 

講義の概要 
各自の会社が作成したロードマップに対応するために必要となる関連企業におい
てインターンシップを受ける。 

到達目標 
ロードマップを実現するために必要となる技術，知識，ノウハウ，ネットワーク
を身につける。 

テキスト  

授業計画 

講義内容 

１．インターンシップ１日目 

２．インターンシップ２日目 

３．インターンシップ３日目 

４．インターンシップ４日目 

５．インターンシップ５日目 

６．インターンシップ６日目 

７．インターンシップ７日目 

８．インターンシップ８日目 

９．インターンシップ９日目 

10．インターンシップ 10 日目（午前：まとめ，午後：報告会(沼津高専にて)） 

オフィス 

アワー 
各企業個別に対応 

備考 

各自が個別に企業に派遣され，インターンシップを受ける．実施日は希望派遣先

との打ち合わせにより決定する． 

最終日午後には全員が参加した報告会を実施する． 
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文部科学省 科学技術振興調整費 地域再生人材創出拠点の形成 

富士山麓医用機器開発エンジニア養成プログラム 

 

 

 

平成２３年度 第３期生 

授業計画 

（詳細シラバス） 

Ⅱ④先端医療インターンシップは省略します 
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「富士山麓医用機器開発エンジニア養成プログラム」 

シラバス 詳細 

科目名（コース名） 

No. Ⅰ-① 
Ⅰ医用基礎技術コース（Ⅰ医用基礎） 

薬事申請・関連法規基礎講座 

必修/選択 必修 実施時数 
講義 1.5h×15 回（１年次前期） 

[ 平成２３年度前期(H23 年 4 月～H23 年 5 月) ] 

担当（所属） 

望月幹男（責任者） 

長谷川メディカルコンサルタント：  

代表  長谷川 

フジファルマ（株）：代表取締役 永田 

実施 

場所 

沼津高専 

テクノセンター・３階 

専攻科棟 ゼミ３ 

講義の概要 

医療機器の製造販売の基本となる薬事法、薬事申請のシステムをまず理解し、製

造、業態、技術評価と薬事申請の具体的な業務等を学ぶ。また、医療機器の製販

実務も紹介する。 

キーワード GLP QMS GQP GCP GVP  

到達目標 
  

テキスト 

授業時に資料を配布する。 

よくわかる改正薬事法（薬事日報社） 

平成２３年度薬事法令ハンドブック（薬事日報社） 

参考資料 ISO134852003 JIS Q134852005 

利用設備  

オフィス 

アワー 
講義終了後に対応する 

備考  
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授業計画 

No. Ⅰ-① 
Ⅰ医用基礎技術コース（Ⅰ医用基礎） 

薬事申請・関連法規基礎講座 

回 日時 場所 講 義 内 容 

1 

4 月 9 日 

(土) 

１時限 

沼津高専 

ﾃｸﾉｾﾝﾀｰ

３階 

 

   

薬事法の基礎知識と医療機器規制 

クラス分類、カテゴリー 

業許可の分類と製造業許可及び必要要件 

2 

4 月 9 日 

(土) 

２時限 

沼津高専 

ﾃｸﾉｾﾝﾀｰ

３階 

 

   

製造販売業 

GVP・GQP、薬事三役 

製造販売業等許可及び必要要件 

3 

4 月 9 日 

(土) 

３時限 

沼津高専 

ﾃｸﾉｾﾝﾀｰ

３階 

 

  

医療手段としての医療機器：診断、治療、予防等 

薬事法における医療機器：クラス分類、類別、一般的名称 

企業の目的：医療機器の承認取得と製造販売 

4 

4 月 9 日 

(土) 

４時限 

沼津高専 

ﾃｸﾉｾﾝﾀｰ

３階 

 

  

医療機器の承認制度：品目承認と認証の違い 

医療機器の開発と技術評価：設計・試作からリスク評価 

承認申請のための非臨床試験と臨床試験 

医療機器の保険適用 

5 

4 月 23 日 

(土) 

１時限 

沼津高専 

専攻科棟

ゼミ３ 

 

  

医療機器の製造販売承認制度 

承認申請書の構成と添付資料：記載事項各論 

設計と基本要件、承認申請と審査 

6 

4 月 23 日 

(土) 

２時限 

沼津高専 

専攻科棟

ゼミ３ 

 

  

後発区分・品目の製造販売申請書の構成と記載 

添付資料の構成と内容（STED 形式） 

7 

4 月 23 日 

(土) 

３時限 

沼津高専 

専攻科棟

ゼミ３ 

  

  

後発区分・品目の製造販売申請書の演習 

添付資料の演習 
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8 

4 月 23 日 

(土) 

４時限 

沼津高専 

専攻科棟

ゼミ３ 

 

  

非臨床試験・GLP、臨床試験（治験）・GCP、添付文書 

不具合・感染症報告 

製造販売後安全管理・GVP、使用成績調査・GPSP 

9 

5 月 7 日 

(土) 

１時限 

沼津高専 

専攻科棟

ゼミ３ 

 

  

滅菌方法（EOG、オートクレーブ、放射線、電子線） 

バイオバーデン、滅菌バリデーション他 

10 

5 月 7 日 

(土) 

２時限 

沼津高専 

専攻科棟

ゼミ３ 

   

  

医療機器包装、表示、ラベル等の注意ポイント 

添付文書他 

回収と改修 

11 

5 月 7 日 

(土) 

３時限 

沼津高専 

専攻科棟

ゼミ３ 

 

  

米国 FDA の医療機器承認 PMA 

欧州医療機器指令 MDD、CE マークと第三者認証機関 

質疑応答他 

12 

5 月 21 日 

(土) 

１時限 

沼津高専 

専攻科棟

ゼミ３ 

ISO13485 

  

製造における ISO13485:2003/JIS Q 13485:2005 の構成 

QMS 省令の構成並びに QMS 規格概要 

13 

5 月 21 日 

(土) 

２時限 

沼津高専 

専攻科棟

ゼミ３ 

ISO13485 

  

製造における ISO13485:2003/JIS Q 13485:2005 

QMS 省令の規格解釈、文書化等例 

14 

5 月 21 日 

(土) 

３時限 

沼津高専 

専攻科棟

ゼミ３ 

 

  

リスクマネジメント（ISO14971:2000/JIS T 14971:2003）考え方 

リスクマネジメントと分析、薬事申請 

15 

5 月 21 日 

(土) 

４時限 

沼津高専 

専攻科棟

ゼミ３ 

 

  

認証申請例 QQ セーバー 

認証申請例直腸脱気チューブ 

備考 
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「富士山麓医用機器開発エンジニア養成プログラム」 

シラバス 詳細 

科目名（コース名） 

No. Ⅰ-② 
Ⅰ医用基礎技術コース（Ⅰ医用基礎） 

臨床医学・臨床工学基礎講座 

必修/選択 必修 実施時数 
講義 1.5h×15 回（１年次前期） 

[ 平成２３年度前期(H23 年 6 月～H23 年 7 月) ] 

担当（所属） 

医学概論：金井、鈴木（東海大学） 

臨床工学：大島（責任者）、 

田所（東海大学） 

実施 

場所 

東海大学開発工学部 

4 号館 5 階ゼミ室 

講義の概要 

人体の構造から各器官の働きの基礎を学び、それらの器官の機能が低下したとき

におきる疾病について学ぶ。更にそれらの疾病に対する機能代行装置や種々の治

療器の治療原理、機械･電気構造とその安全管理について学ぶ。 

キーワード 人体の構造と機能 生体機能代行装置 医用治療機器 安全管理 

到達目標 

臨床工学で必要となる人体の仕組み、病気と治療法を理解でき、その治療に用い

る各種機器について理解できる。 

人工呼吸装置 人工心肺装置 補助循環装置 人工透析装置に関して、原理・操

作法を理解できる。 

テキスト 授業前に資料を配布する。 

参考資料 
臨床工学技士標準テキスト 小野哲章ほか 金原出版 

新しい解剖生理学 山本敏幸ほか 南江堂 

利用設備 
人体模型 人工呼吸装置 人工心肺装置 人工透析装置 

筋電図計測装置 

オフィス 

アワー 
講義終了後またはメールで対応する 

備考  
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授業計画 

No. Ⅰ-② 
Ⅰ医用基礎技術コース（Ⅰ医用基礎） 

臨床医学・臨床工学基礎講座 

回 日時 場所 講 義 内 容 

1 

6 月 4 日 

(土) 

１時限 

東 海 大

学 ４ 号

館 ５ 階

ゼミ室 

主題：人の体と構造 

講義主担当：鈴木 講義形式： 講義 

骨格、筋、循環器、呼吸器、泌尿器及び消化器について形態、構造

について学ぶ 

2 

6 月 4 日 

(土) 

２時限 

東 海 大

学 ４ 号

館 ５ 階

ゼミ室 

主題：基礎生理学―１ 

講義主担当：鈴木 講義形式： 講義 

神経・筋系、循環器系及び呼吸器系の生理について学ぶ 

3 

6 月 4 日 

(土) 

３時限 

東 海 大

学 ４ 号

館 ５ 階

ゼミ室 

主題： 基礎生理学―２ 

講義主担当：鈴木 講義形式：演習 

生体電気の計測法―筋電図の計測実習 

4 

6 月 4 日 

(土) 

４時限 

東 海 大

学 ４ 号

館 ５ 階

ゼミ室 

主題：臨床医学―脳・神経系 

講義主担当： 鈴木 講義形式：講義 

脊髄・脳の構造、機能及び疾患について学ぶ 

5 

6 月 18 日 

(土) 

１時限 

東 海 大

学 ４ 号

館 ５ 階

ゼミ室 

主題： 臨床医学―腎臓 

講義主担当：金井 講義形式：講義 

腎臓の生理 

6 

6 月 18 日 

(土) 

２時限 

東 海 大

学 ４ 号

館 ５ 階

ゼミ室 

主題：臨床医学―慢性腎不全 

講義主担当：金井 講義形式：講義 

慢性腎不全の病態と治療法 

7 

6 月 18 日 

(土) 

３時限 

東 海 大

学 ４ 号

館 ５ 階

ゼミ室 

主題： 腎臓代行装置学 

講義主担当：金井 講義形式：実習 

人工透析装置の仕組みと操作法について学ぶ 

8 

7 月 2 日 

(土) 

１時限 

東 海 大

学 ４ 号

館 ５ 階

ゼミ室 

主題：臨床医学呼吸・循環器系 

講義主担当：田所 講義形式：講義 

呼吸器疾患・循環器疾患と治療法 
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9 

7 月 2 日 

(土) 

２時限 

東 海 大

学 ４ 号

館 ５ 階

ゼミ室 

主題：麻酔科学  

講義主担当：田所 講義形式：講義・実習 

麻酔の仕組み（講義） 麻酔器の仕組みと操作法（実習） 

10 

7 月 2 日 

(土) 

３時限 

東 海 大

学 ４ 号

館 ５ 階

ゼミ室 

主題：補助循環装置 

講義主担当：田所 講義形式：講義 

心不全と補助循環装置 （IABP PCPS LBAD） 

11 

7 月 2 日 

(土) 

４時限 

東 海 大

学 ４ 号

館 ５ 階

ゼミ室 

主題：医用治療機器学―１ 

講義主担当：田所 講義形式：実習 

IABP の仕組みと操作法 PCPS の仕組みと操作法 

12 

7 月 16 日 

(土) 

１時限 

東 海 大

学 ４ 号

館 ５ 階

ゼミ室 

主題：循環代行装置 

講義主担当：大島 講義形式：講義 

人工心肺装置の仕組み：人工肺 ローラーポンプ 遠心ポンプ な

ど人工心肺に必要な道具について解説する。 

13 

7 月 16 日 

(土) 

２時限 

東 海 大

学 ４ 号

館 ５ 階

ゼミ室 

主題：呼吸代行装置 

講義主担当：大島 講義形式：講義 

人工呼吸装置の仕組み：人工呼吸の概念、呼吸モード、高気圧酸素

療法などについて解説する。 

14 

7 月 16 日 

(土) 

３時限 

東 海 大

学 ４ 号

館 ５ 階

ゼミ室 

主題：医用治療機器学―２ 

講義主担当：大島 講義形式：実習 

人工心肺装置の組み立てと操作法：人工心肺装置の組み立て方と操

作法について実習を通して理解する。 

15 

7 月 16 日 

(土) 

４時限 

東 海 大

学 ４ 号

館 ５ 階

ゼミ室 

主題： 医用機器安全管理学 

講義主担当：大島 講義形式：講義 

人工心肺装置 補助循環装置 人工呼吸装置の安全管理：生体機能

代行装置を安全に使用するための考え方を講義する。 

備考 
 

 



-24- 

 

 

「富士山麓医用機器開発エンジニア養成プログラム」 

シラバス 詳細 

科目名（コース名） 

No. Ⅰ-③ 
Ⅰ医用基礎技術コース（Ⅰ医用基礎） 

生体計測工学・医用材料工学基礎講座 

必修/選択 必修 実施時数 
1.5ｈ×１５回（１年次前期） 

[ 平成２３年度前期(H23 年 8 月～H23 年 9 月) ] 

担当（所属） 

生体計測工学：衛藤、影山、 

山崎（東海大学） 

医用材料工学：望月（東海大学） 

（責任者） 

実施 

場所 

東海大学開発工学部 

4 号館、5 階ゼミ室他 

講義の概要 

・生体計測工学：病気の診断には生体情報の収集が必須であり、このために種々

の物理的、化学的原理に基づいた測定機が用いられている。本講義では各種機

器の測定原理と装置の構造を理解する。 

・医用材料工学：医療機器に使われる高分子材料について、その熱物性、機械的

物性を学び、特に熱特性が成形条件、滅菌方法、製品の安定性に大きく関与す

る事を演習を通じ学ぶ。又、材料が生体に及ぼす影響について支配的な因子で

ある材料の表面電位についても学ぶ。 

キーワード 生体計測，生体構造，画像診断，医用高分子材料，材料と生体反応 

到達目標 
基本的な材料特性及び生体への影響を理解し、開発へ応用できる事。病変を確認

するために行なわれる生体計測に対する基礎知識、方法を理解する事。 

テキスト 資料を講義前に配布する。 

参考資料 臨床工学技士標準テキスト 小野哲章ほか 金原出版 

利用設備  

オフィス 

アワー 
講義終了後またはメールで対応する 

備考  
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授業計画 

No. Ⅰ-③ 
Ⅰ医用基礎技術コース（Ⅰ医用基礎） 

生体計測工学・医用材料工学基礎講座 

回 日時 場所 講 義 内 容 

1 

8 月 6 日 

(土) 

１時限 

東海大学

４号館５

階ゼミ室 

主題：生体計測の基礎 

講義主担当：影山 講義形式： 講義 

生体計測を行うための基礎知識として、生体計測の特徴、計測の

誤差と測定値の処理方法、生体情報の性質、安全な生体計測方法

等について講義する。 

2 

8 月 6 日 

(土) 

２時限 

東海大 学

４号館５

階ゼミ室 

主題：生体の構造力学的特性 

講義主担当：影山 講義形式：講義 

生体各組織の構造力学的特性を線形、非線形特性を含めて講義す

る。講義では、有限要素法により構造力学的材料定数の変化によ

る影響等を確認する。 

3 

8 月 6 日 

(土) 

３時限 

東海大学

４号館５

階４５１

８室 

主題：構造力学的現象の計測実習  

講義主担当：影山  講義形式：実習 

構造力学的現象（変形等）を実際の機器を使用して計測する。ま

た画像計測、有限要素法による解析結果と比較し、構造力学的定

数の推定を試みる。 

4 

8 月 6 日 

(土) 

４時限 

東海大学

４号館５

階ゼミ室 

主題：生体電気現象の計測と解析 

講義主担当： 山崎 講義形式：講義 

表面電極を利用する生体電気計測、特に脳波、心電図を中心に測

定原理、測定法、機器操作、アーチファクト、記録の解釈と波形

解析法について解説する。 

5 

8 月 20

日 

(土) 

１時限 

東海大学

４号館４

階４４１

５室 

主題： 生体電気現象の計測実習 

講義主担当：山崎 講義形式：実習 

脳波および誘発電位の計測について、実際の機器を用いて実習す

る。脳波計を用いて、安静時脳波を記録し、スペクトル解析によ

り、周波数解析法を学ぶ。また、音刺激に対する誘発電位を記録

し、加算平均法と SN の改善について学習する。 

6 

8 月 20

日 

(土) 

２時限 

東海大学

４号館５

階ゼミ室 

主題：医用画像による脳機能解析 

講義主担当：山崎 講義形式：講義 

fMRI、PET など、断層画像を用いた脳機能計測について、原理、

機器、臨床的応用面、脳機能研究も含めて講義する。また、断層

画像ではないが機能解析手法である脳磁図についても解説する。 

7 

8 月 20

日 

(土) 

３時限 

東海大学

４号館５

階ゼミ室 

主題：臨床における客観的画像診断法の実際 

講義主担当：衛藤 講義形式：講義 

臨床で用いられている客観的画像診断法の実際について、整形外

科分野(脊柱湾曲測定システム）、脳外科・耳鼻咽喉科分野(異常眼

球運動測定システム)を例に講義する。 
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8 

8 月 20

日 

(土) 

４時限 

東海大学

４号館５

階ゼミ室 

主題：バイオインフォマティクス 

講義主担当：衛藤 講義形式：講義 

膨大な生体計測データ(画像データ・遺伝子データ等)より、重要

な情報(病巣・病態情報)を効率的かつ客観的に抽出する手法(生理

統計学的手法)および装置(疾患診断システム)について講義する。 

9 

8 月 27

日 

(土) 

１時限 

東海大学

４号館５

階ゼミ室 

主題：有機高分子材料とは 

講義主担当：望月 講義形式：講義 

高分子材料とは有機低分子化合物であるモノマー(単量体)を重合

してできる事を学習する。又、医用用途に使用される各種高分子

材料の構造と特徴を学ぶ。 

10 

8 月 27

日 

(土) 

２時限 

東海大学

４号館５

階ゼミ室 

主題：温度と高分子物性 

講義主担当：望月 講義形式：講義 

熱可塑性高分子材料を中心にその成形加工条件を支配し、製品の

安定性等に影響を及ぼす材料の熱特性を理解する。 

11 

8 月 27

日 

 (土) 

３時限 

東海大学

４号館５

階 418 室 

主題：高分子の熱特性測定法 

講義主担当：望月 講義形式：演習 

熱物性を評価する一般的な手法である熱分析について DSC の原

理、測定データの解釈法を講義、演習を通じ学ぶ。具体的にはガ

ラス転移点、融点等がポリマー物性に及ぼす影響を学ぶ 

12 

8 月 27

日 

 (土) 

４時限 

東海大学

４号館５

階ゼミ室 

主題：材料と滅菌法 

講義主担当：望月 講義形式：講義 

医療機器の滅菌法を学ぶとともに材料の熱物性、材料特性の観点

から利用可能な滅菌法を選定できる知識を修得する。 

13 

9 月 17

日 

(土) 

１時限 

東海大学

４号館５

階ゼミ室 

主題：機能性医用高分子 

講義主担当：望月 講義形式：講義 

医用材料に求められる血液適合性、生体適合性について材料の物

理化学的性質と絡めて学ぶ。 

14 

9 月 17

日 

(土) 

２時限 

東海大学

４号館５

階ゼミ室 

主題：材料と生体反応 

講義主担当：望月 講義形式：講義と演習 

血液適合性等に大きく影響を及ぼすタンパク、血球の材料表面へ

の吸着を支配する化学的性質、特に材料の表面電位についてその

概念と測定原理を学ぶ。 

15 

9 月 17

日 

(土) 

３時限 

東海大学

４号館５

階 418 室 

主題：生体反応を支配する表面特性 

講義主担当：望月 講義形式：演習 

生体適合性の異なる数種の材料を用い、表面電位を測定し、生体

適合性と電位の関係を演習を通じ学ぶ。 

備考 
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「富士山麓医用機器開発エンジニア養成プログラム」 

シラバス 詳細 

科目名（コース名） 

No. Ⅰ-④ 
Ⅰ医用基礎技術コース（Ⅱ医用工学基礎） 

医用品質・安全工学基礎講座 

必修/選択 必修 実施時数 
1.5ｈ×１５回（１年次後期） 

[ 平成２３年度前期(H23 年 10 月～H23 年 11 月) ] 

担当（所属） 

望月幹男（責任者） 

テュフ・ラインランド・ジャパン（株） 

医療機器課 審査員：相原 

実施 

場所 

沼津高専 

専攻科棟・ゼミ３教室 

講義の概要 
ISO における品質システムの概念と要求される体制を学び、開発段階から生産、

製品の品質保証まで各段階で必要となるシステムを学ぶ。 

キーワード 医療機器の品質管理，医療機器製造のための薬事法 

到達目標 開発から生産までの工程において品質保証 ISO の概念どおりに行動できる事。 

テキスト 資料を講義前に配布する。 

参考資料 臨床工学技士標準テキスト 小野哲章ほか 金原出版 

利用設備  

オフィス 

アワー 
講義終了後またはメールで対応する 

備考  
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授業計画 

No. Ⅰ-④ 
Ⅰ医用基礎技術コース（Ⅱ医用工学基礎） 

医用品質・安全工学基礎講座 

回 日時 場所 講 義 内 容 

1 

10 月 1 日 

(土) 

１時限 

沼 津 高

専・専攻科

棟・ゼミ３ 

主題：医療機器の品質管理システム（ISO）：総論 

講義主担当： 相原 講義形式：講義 

薬事法による医療機器の設計、製造に関わる規制の概要 

医療機器の品質管理に関わる厚生省令と国際規格（ISO13485）の関

連、医療機器のクラスに応じた品質管理要求 

2 

10 月 1 日 

(土) 

２時限 

沼 津 高

専・専攻科

棟・ゼミ３ 

主題：開発における設計管理システム 

講義主担当：相原 講義形式：講義 

医療機器の品質システムによる開発・設計管理手法 

医療機器に対するニーズ（期待される効能・効果）とリスクの把握 

開発・設計の各段階における検証、確認手順 

3 

10 月 1 日 

(土) 

３時限 

沼 津 高

専・専攻科

棟・ゼミ３ 

主題：開発段階における検証：安全性試験、原材料試験 

講義主担当：相原 講義形式：講義 

医療機器に要求される安全性； 

リスク分析により、電気的安全性、機械的安全性、生物学的安全性

等の必要性を確定 

基本要件に適合するための検証 

検証方法：適用される規格（ISO, JIS 等）への適合性の確認 

4 

10 月 1 日 

(土) 

４時限 

沼 津 高

専・専攻科

棟・ゼミ３ 

主題：製品性能・機能試験 

講義主担当：相原 講義形式：講義 

製品性能・機能試験による有効性（意図した効果）の確認 

医療機器の性能・機能、製品寿命の特定：医療機器の仕様決定（製

品標準書の確定） 

5 

10 月 22 日 

(土) 

１時限 

沼 津 高

専・専攻科

棟・ゼミ３ 

主題：開発から製造工程への移管 

講義主担当：相原 講義形式：講義 

開発製品の臨床上での安全性、有効性評価 

製造工程（製造条件）の確定と検証 

設計・開発の完了 

6 

10 月 22 日 

 (土) 

２時限 

沼 津 高

専・専攻科

棟・ゼミ３ 

主題：生産における管理システム－１ 

講義主担当：相原 講義形式：講義 

薬事法による規制： 

医療機器製造所（製造業）に要求される組織と機能 

製造段階における品質システムによる管理： 

原材料、部品の受入れから完成品の出荷までの管理項目と基準の設

定、製造記録の管理 

7 

10 月 22 日 

 (土) 

３時限 

沼 津 高

専・専攻科

棟・ゼミ３ 

主題：生産における管理システム－２ 

講義主担当：相原 講義形式：講義 

製造場所の環境： 

医療機器製造所に要求される製造環境の管理項目( 設備基準)  

環境に対する基準（国際規格）とその監視 

要員の管理 
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8 

10 月 22 日 

 (土) 

４時限 

沼 津 高

専・専攻科

棟・ゼミ３ 

主題：各種バリデーション（滅菌、製造条件等） 

講義主担当：相原 講義形式：講義 

バリデーションが必要な工程の特定 

工程バリデーションによる製造条件の設定と再バリデーションに関

する基準 

特殊なバリデーションの実際（滅菌等） 

9 

10 月 29 日 

 (土) 

１時限 

沼 津 高

専・専攻科

棟・ゼミ３ 

主題：品質保証システム 

講義主担当：相原 講義形式：講義 

製品の品質保証システム： 

製品の仕様（機能、性能）に基づく製品検査の手順と記録 

品質規格（ISO, JIS 等）への適合確認 

10 

10 月 29 日 

 (土) 

２時限 

沼 津 高

専・専攻科

棟・ゼミ３ 

主題：ドキュメント管理 

講義主担当： 講義形式：講義 

製品標準書（医療機器の製造、品質保証に関わる手順、基準の総括） 

品質保証システムで要求される手順書類の維持・保管 

品質保証システムで要求される記録の種類と保管 

11 

10 月 29 日 

(土) 

３時限 

沼 津 高

専・専攻科

棟・ゼミ３ 

主題：トレーサビィティー 

講義主担当：相原 講義形式：講義 

医慮機器に要求されるトレーサビィティーの範囲 

製品固有のリスクに基ずくトレーサビィティーの範囲 

受入れ部品、原材料、加工品、完成品の識別 

12 

10 月 29 日 

(土) 

４時限 

沼 津 高

専・専攻科

棟・ゼミ３ 

主題：サービス業務 

講義主担当：相原 講義形式：講義 

医療機器に求められるサービス業務（据付、修理、保守）に関する

品質システム 

医療機器のサービス業務におけるトレーサビィティー 

13 

11 月 12 日 

(土) 

１時限 

沼 津 高

専・専攻科

棟・ゼミ３ 

主題：異常時対応 

講義主担当：相原 講義形式：講義 

異常時対応のための品質システム 

製造工程内の不適合製品の処置(原因分析と対策) 

市場不適合製品の処置（責任体制と法的要求事項への対応） 

14 

11 月 12 日 

(土) 

２時限 

沼 津 高

専・専攻科

棟・ゼミ３ 

主題：リスクマネジメント 

講義主担当：相原 講義形式：講義 

上市後のリスクマネジメント活動による医療機器の継続的な安全性

の担保：製造プロセスから得られる情報とユーザーからのフィード

バック情報の活用 

CAPAシステム（是正処置・予防処置）の確立 

15 

11 月 12 日 

(土) 

３時限 

沼 津 高

専・専攻科

棟・ゼミ３ 

主題：テスト 

講義主担当：相原 講義形式：講義 

医療機器の設計・開発から製造、市販後までの品質保証システムに

よる管理の手法を確認する。 

備考 
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文部科学省 科学振興調整費 地域再生人材育成創出拠点の形成 

「富士山麓医用機器開発エンジニア養成プログラム」 

シラバス 詳細 

科目名（コース名） 

No. Ⅰ-⑤ 
Ⅰ医用基礎技術コース（Ⅱ医用工学基礎） 

医用材料加工技術基礎講座 

必修/選択 必修 実施時数 
講義 1.5ｈ×15 回（１年次後期） 

[ 平成２３年度後期(H23 年 12 月～H24 年 1 月) ] 

担当（所属） 

相良 誠 ( 責任者 ) 

永禮 哲生、小林 隆志、 

藤尾 三紀夫、西田 友久、 

技術室(実習工場) 

実施 

場所 

沼津高専 

・専攻科棟・ゼミ３教室 

・機械実習工場 

・ﾃｸﾉｾﾝﾀｰ３F 共同研究室 

講義の概要 

医療機器に利用される材料の加工方法、成形方法の基礎を学習する。金属材料に

ついては、鋳造、塑性加工、溶接加工、切削加工、研削加工について概観する。

切削加工と立体造形では実習を体験することで加工法と成形法の実感をつかむ。 

キーワード 機械加工法，加工実習 

到達目標 
各種材料を所望の形状、精度に仕上げていくために、どのような方法があるか、

それぞれの特長と制約条件などについて、ひと通りの知識を身につけること。 

テキスト 各講師が作成するテキストおよび市販教科書 

参考資料  

利用設備 
沼津高専 専攻科棟・視聴覚教室 

沼津高専 機械実習工場 

オフィス 

アワー 
講義終了後またはメールで対応する 

備考  
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授業計画 

No. Ⅰ-⑤ 
Ⅰ医用基礎技術コース（Ⅱ医用工学基礎） 

医用材料加工技術基礎講座 

回 日時 場所 講 義 内 容 

1 

12 月 3 日 

(土) 

１時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ３ 

主題：ガイダンス 

講義主担当： 相良 講義形式： 講義 

コース案内、加工法・成型法の分類 

2 

12 月 3 日 

(土) 

２時限 

沼 津 高

専 機 械

実 習 工

場 

主題：加工技術実習Ⅰ（安全教育、ガイダンス） 

講義主担当： 

西田，実習工場 
講義形式：実習 

現場実習にあたり、安全教育とコース説明 

溶接、塑性加工 

3 

12 月 3 日 

(土) 

３時限 

沼 津 高

専 機 械

実 習 工

場 

主題：加工技術実習Ⅱ(現場実習) 

講義主担当： 

西田，実習工場 
講義形式：実習 

CAD,マシニングセンタ 

4 

12 月 3 日 

(土) 

４時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ３ 

主題：加工技術実習Ⅱ(現場実習) 

講義主担当： 

西田，実習工場 
講義形式：実習 

旋削加工、実習とりまとめ 

5 

12 月 17 日 

(土) 

１時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ３ 

主題： 切削加工Ⅰ 

講義主担当：永禮 講義形式：講義 

切削加工入門、旋削加工、旋盤 

6 

12 月 17 日 

(土) 

２時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ３ 

主題：切削加工Ⅱ 

講義主担当：永禮 講義形式：講義 

工作機械、ＮＣ工作機械 

7 

12 月 17 日 

(土) 

３時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ３ 

主題：鋳造・精密鋳造 

講義主担当： 小林 講義形式：講義 

鋳造法概論、鋳造物の例 

8 

12 月 17 日 

(土) 

４時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ３ 

主題：塑性加工 

講義主担当：小林 講義形式：講義 

圧延、プレス、鍛造などの加工法、加工実施例 
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9 

1 月 7 日 

(土) 

１時限 

沼 津 高

専・専攻

科 棟 ゼ

ミ３・ 

主題：切削加工Ⅲ 

講義主担当：永禮 講義形式：講義 

穴あけ、フライス加工 

10 

1 月 7 日 

(土) 

２時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ３ 

主題： 放電加工・レーザー加工 

講義主担当： 永禮 講義形式：講義 

加工法概論、加工実施例 

11 

1 月 7 日 

(土) 

３時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ３ 

主題：溶接・樹脂成形 

講義主担当：小林 講義形式：講義 

樹脂材料、射出成形法、製品例 

12 

1 月 7 日 

(土) 

４時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ３ 

主題： 加工と精度 

講義主担当：相良 講義形式：講義 

加工物の測定法、各種加工法の精度 

13 

1 月 21 日 

(土) 

２時限 

沼 津 高

専・ﾃｸﾉｾ

ﾝﾀｰ・３F 

主題：ＣＡＤ／ＣＡＭ実習Ⅰ 

講義主担当：藤尾  講義形式：実習 

ＣＡＤ概論、実習 

14 

1 月 21 日 

(土) 

３時限 

沼 津 高

専・ﾃｸﾉｾ

ﾝﾀｰ・３F 

主題：ＣＡＤ／ＣＡＭ実習Ⅱ 

講義主担当：藤尾 講義形式：実習 

ＣＡＭ概論、立体造形データ作成 

15 

1 月 21 日 

(土) 

４時限 

沼 津 高

専・ﾃｸﾉｾ

ﾝﾀｰ・３F  

主題：立体造形実習 

講義主担当：藤尾  講義形式：実習 

立体造形実習 

備考 
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「富士山麓医用機器開発エンジニア養成プログラム」 

シラバス 詳細 

科目名（コース名） 

No. Ⅰ-⑥ 
Ⅰ医用基礎技術コース（Ⅱ医用工学基礎） 

医用機器設計基礎講座 

必修/選択 必修 実施時数 
講義 1.5h×15 回（１年次後期） 

[ 平成２３年度後期(H24 年 2 月～H24 年 3 月) ] 

担当（所属） 

小林隆志（責任者） 

手塚重久, 鄭萬溶, 新冨雅仁（沼津高専） 

（株）サイバネットシステム 

チーフテクニカルオフィサー 石塚真一 

実施 

場所 

沼津高専 

専攻科棟・ゼミ３教室 

機械科棟コンピュータ演習

室 

講義の概要 

製品設計の基礎となる材料力学，流体工学，熱工学，振動工学について体系的に

学習するとともに，演習により現実の問題への応用力を身につける。また，近年

企業で広く用いられている CAE（コンピュータを利用したシミュレーション技

術）についても演習を行い，製品設計への応用方法についても学習する。 

キーワード 応力，強度評価，熱移動，振動，流体の運動，粘性流 

到達目標 

設計に必要となる工学的な基礎知識を身に付ける。 

基礎理論を適用して，実用上の問題を解決できる。 

設計ツールとして CAE を使えるようにする。 

工学の基礎理論を習得して，継続的な学習を行うための基礎をつくる。 

テキスト 授業前に資料を配布する。 

参考資料 ＡＮＳＹＳ工学解析入門（理工学社） 

利用設備 
パソコン（専攻科棟・視聴覚教室） 

CAE ソフトウェア ANSYS，３次元 CAD SolidWorks 

オフィス 

アワー 

昼休みおよび講義終了後に対応する 

11:30~12:00 

17:20~18:00 

備考  
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授業計画 

No. Ⅰ-⑥ 
Ⅰ医用基礎技術コース（Ⅱ医用工学基礎） 

医用機器設計基礎講座 

回 日時 場所 講 義 内 容 

1 

2 月 4 日 

(土) 

１時限 

沼 津 高

専・専攻

科ゼミ３ 

主題：ガイダンス，設計工学１（材料の機械的特性） 

講義主担当： 小林 講義形式：講義 

本コースの講義内容の概略を説明する。製品に使用される金属材

料・プラスチック材料の機械的特性を学ぶ。 

2 

2 月 4 日 

(土) 

２時限 

沼 津 高

専・専攻

科ゼミ３ 

主題：振動工学Ⅰ（振動とは） 

講義主担当：鄭 講義形式：講義 

振動から音まで人間にとって有意義な振動から人間に害を与える振

動まで振動の種類と振動に関わる問題の実例を紹介する。 

3 

2 月 4 日 

(土) 

３時限 

沼 津 高

専・専攻

科ゼミ３ 

主題：熱工学Ⅰ（伝熱の基礎と熱伝導） 

講義主担当：新冨 講義形式：講義 

熱移動の基本 3 形態（伝導，伝達，放射）について理解し，1 次元

の定常・非定常熱伝導について学ぶ． 

4 

2 月 4 日 

(土) 

４時限 

沼 津 高

専・専攻

科ゼミ３ 

主題：流体工学Ⅰ（流体の基本的な性質） 

講義主担当：手塚 講義形式：講義 

流体の基本的な性質を理解し，圧力・浮力などの静止した流体によ

り発生する力について学ぶ。 

5 

2 月 25 日 

(土) 

１時限 

沼 津 高

専・専攻

科ゼミ３ 

主題： 設計工学Ⅱ（材料の引張・圧縮，曲げ，ねじり） 

講義主担当：小林 講義形式：講義 

材料の引張・圧縮，はりの曲げ，軸のねじりにおける，応力および

変形について学ぶ。 

6 

2 月 25 日 

(土) 

２時限 

沼 津 高

専・専攻

科ゼミ３ 

主題：振動工学Ⅱ（振動の基礎知識） 

講義主担当：鄭 講義形式：講義 

振動系の構成要素とそれぞれの要素の働き，モデル化，共振，応答

倍率と位相，フーリエ級数と重ね合わせの原理について解説する． 

7 

2 月 25 日 

(土) 

３時限 

沼 津 高

専・専攻

科ゼミ３ 

主題：熱工学Ⅱ（熱伝達） 

講義主担当：新冨 講義形式：講義 

熱伝達の基礎を学び，代表的な熱伝達関係式を使用して伝熱量の計

算方法を理解する． 

8 

2 月 25 日 

(土) 

４時限 

沼 津 高

専・専攻

科ゼミ３ 

主題：流体工学Ⅱ（流体運動の基礎） 

講義主担当：手塚 講義形式：講義 

流体の運動の基本的な取り扱い方を理解し，流体の連続性・ベルヌ

－イの定理・運動量の法則などについて学ぶ。 
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9 

3 月 3 日 

(土) 

１時限 

沼 津 高

専・専攻

科ゼミ３ 

主題： 設計工学Ⅲ（許容応力，強度評価の方法） 

講義主担当：小林 講義形式：講義 

物体内に発生する応力，許容応力の考え方，強度評価の方法につい

て学ぶ。さらに，CAE によって得られる結果の評価方法も学ぶ。 

10 

3 月 3 日 

(土) 

２時限 

沼 津 高

専・専攻

科ゼミ３ 

主題： 振動工学Ⅲ（振動対策） 

講義主担当：鄭 講義形式：講義 

振動対策の種類（耐震，免振，制振）について解説し，具体的な例

を紹介するとともに最新の関連技術とその考え方について解説す

る。 

11 

3 月 3 日 

(土) 

３時限 

沼 津 高

専・専攻

科ゼミ３ 

主題：熱工学Ⅲ（放射伝熱） 

講義主担当：新冨 講義形式：講義 

放射による伝熱の基礎を学び，基本的な放射伝熱の計算方法を理解

する。また，放射温度計の原理や使用の際の注意点について学ぶ。 

12 

3 月 3 日 

(土) 

４時限 

沼 津 高

専・専攻

科ゼミ３ 

 

主題：流体工学Ⅲ（粘性流体の基礎と円管内の流れ） 

講義主担当：手塚 講義形式：講義 

粘性流体の基礎を学び，層流・乱流などを理解する。また，円管内

の流れについても解説する。 

13 

3 月 24 日 

(土) 

１時限 

沼 津 高

専・機械

科棟４F 

主題：CAE 演習Ⅰ（構造解析） 

講義主担当：小林 講義形式：講義・演習 

汎用構造解析ソフトウェア ANSYS，３次元 CAD SolidWorks を用

いて，機械構造関連問題の解析を行う。 

14 

3 月 24 日 

(土) 

２時限 

沼 津 高

専・機械

科棟４F 

主題： CAE 演習Ⅱ（熱・流体関連） 

講義主担当：手塚・新冨 講義形式：講義・演習 

汎用構造解析ソフトウェア ANSYS を用いて，熱・流体関連問題の

解析を行う。 

15 

3 月 24 日 

(土) 

３時限 

沼 津 高

専・専攻

科ゼミ３ 

 

主題： CAE 演習Ⅲ（振動関連） 

講義主担当：鄭 

（株）サイバネットシ

ステム・チーフテクニ

カルオフィサー  石塚

真一 

講義形式：講義・演習 

Maple または Matlab，Nastran などの解析ツールを使った振動解

析例を紹介し，関連知識の基礎について解説する。 

備考 
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「富士山麓医用機器開発エンジニア養成プログラム」 

シラバス 詳細 

科目名（コース名） 

No. Ⅰ-⑦ 
Ⅰ医用基礎技術コース（Ⅲロードマップ作成） 

医用機器産業基礎講座 

必修/選択 必修 実施時数 

1.5ｈ×15 回（１年次通年） 

[ 平成２３年度前期～平成２３年度後期 

(H23 年 6 月～H24 年 3 月) ] 

担当（所属） 

望月幹男（責任者） 

植田勝智（ファルマバレーセンター） 

深澤公詞（ぬまづ産業振興プラザ） 

実施 

場所 

沼津高専 

専攻科棟・ゼミ３教室 

（工場見学） 

講義の概要 

  

,  

 

 

 

 

 

キーワード ＭＢＡ，ＭＯＴ，ＴＯＣ，ロードマップ作成 

到達目標 

静岡県東部の医療機器関連産業の実態を知ることと、この産業のイノベーション

による将来発展の可能性及びそれに従事することの社会的使命の自覚を持つ。ま

た、経営者を含めた医療分野参画への戦略の構築を行い、目標を明確にする。 

テキスト 授業前に資料を配布する。 

参考資料  

利用設備  

オフィス 

アワー 
講義終了後またはメールで対応する 

備考 予定している講師や見学先は変更になる事があります 

 



-37- 

 

 

授業計画 

No. Ⅰ-⑦ 
Ⅰ医用基礎技術コース（Ⅲロードマップ作成） 

医用機器産業基礎講座 

回 日時 場所 講 義 内 容 

1 

4 月 2 日 

(土) 

２時限 

沼津高

専・大会

議室 

主題：主題：ＭＯＴ講座１：ライフサイエンスの現状と課題 

講義主担当：植田 講義形式： 講義 

ファルマバレープロジェクトの概要と意義，現状と展望及び県の施

策について説明する．また，医用機器分野への参画に関するニーズ

やシーズ，先行事例について説明する．（開講式終了後）  

2 

4 月 21 日 

(木) 

３時限 

パシフ

ィコ横

浜 

（県外） 

主題：工場見学Ⅰ：医用機器開発関係展示会の視察 

講義主担当：望月 講義形式： 工場見学 

医療機器の設計・製造に特化した専門展示会である「MEDTEC (メ

ドテック) Japan」を視察する． 

3 

4 月 21 日 

(木) 

４時限 

パシフ

ィコ横

浜 

（県外） 

主題：工場見学Ⅰ：医用機器開発関係展示会の視察 

講義主担当：望月 講義形式：工場見学 

医療機器の設計・製造に特化した専門展示会である「MEDTEC (メ

ドテック) Japan」を視察する． 

4 

9 月 9 日 

(金) 

３時限 

未定 

（近郊） 

主題：工場見学Ⅱ：医用機器開発製造企業の見学（近郊） 

講義主担当：望月 講義形式：工場見学 

医療機器を開発製造している近郊企業を見学する． 

 

5 

9 月 9 日 

(金) 

４時限 

未定 

（近郊） 

主題：工場見学Ⅱ：医用機器開発製造企業の見学（近郊）  

講義主担当：望月 講義形式：工場見学 

医療機器を開発製造している近郊企業を見学する．同時に見学先企

業の担当者による医療機器開発・製造に対する取り組みについて受

講する． 

6 

12 月 10 日 

(金) 

３時限 

未定 

（近郊） 

主題：工場見学Ⅲ：医用機器分野参画成功企業の見学（近郊） 

講義主担当：望月 講義形式： 工場見学 

新たに医療機器製造産業に参画して成功を収めている企業を見学

し，そのノウハウを学習する． 

7 

12 月 10 日 

(金) 

４時限 

未定 

（近郊） 

主題：工場見学Ⅲ：医用機器分野参画成功企業の見学（近郊） 

講義主担当：望月 講義形式：工場見学 

新たに医療機器製造産業に参画して成功を収めている企業を見学

し，そのノウハウを学習する． 

8 

1 月 28 日 

(土) 

１時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・視

聴 覚 教

室 

主題：ＭＯＴ講座２：ＭＯＴの基礎Ⅰ（ＭＢＡとＭＯＴ活用の意義） 

講義主担当：深澤 講義形式：講義 

MBA や MOT の考え方と歴史，またツールとしての使い方と意義に

ついて説明する．（企業経営者も参加） 
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9 

1 月 28 日 

(土) 

２時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・視

聴 覚 教

室 

主題：ＭＯＴ講座２：ＭＯＴの基礎Ⅱ（理念と戦略・ロードマップ） 

講義主担当：深澤 講義形式：講義 

医用機器分野への参入に関し，重要な手法であるクリティカルシン

キングに基づいてロードマップを作成する基礎手法を学習する． 

10 

1 月 28 日 

(土) 

３時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・視

聴 覚 教

室 

主題：ＭＯＴ講座３：ＭＯＴ実習 

講義主担当：深澤 講義形式：実習 

MBA や MOT ツールを実際に利用して具体例についてロードマップ

作成実習を行う． 

11 

1 月 28 日 

(土) 

４時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・視

聴 覚 教

室 

主題：ＭＯＴ講座３：ＭＯＴワークショップ 

講義主担当：深澤 講義形式：実習 

MOT 実習の成果について報告会のプレゼンテーションと質疑応答

を行う． 

12 

3 月 10 日 

(土) 

１時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・視

聴 覚 教

室 

主題：ロードマップ作成実習 

講義主担当：深澤 講義形式：実習 

ロードマップ作成に必要な情報および手順や作成方法を学び，経営

者を含めロードマップ作成準備に取りかかる． 

13 

3 月 10 日 

(土) 

２時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・視

聴 覚 教

室 

主題：ロードマップ作成実習 

講義主担当：深澤 講義形式：実習 

ロードマップ作成を行う． 

14 

3 月 10 日 

(土) 

３時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・視

聴 覚 教

室 

主題：ロードマップ作成実習 

講義主担当：深澤 講義形式：実習 

ロードマップ作成を行う． 

15 

3 月 10 日 

(土) 

４時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・視

聴 覚 教

室 

主題：ロードマップ作成実習 

講義主担当：深澤 講義形式：実習 

作成したロードマップについてプレゼンテーションを行う．（企業経

営者も参加） 

備考 
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「富士山麓医用機器開発エンジニア養成プログラム」 

シラバス 詳細 

科目名（コース名） 

No. Ⅰ-⑧ 
Ⅰ医用基礎技術コース（Ⅳ工学応用） 

医用機器制御応用講座 

必修/選択 必修 実施時数 
1.5ｈ×15 回（２年次前期） 

[ 平成２５年度前期(H25 年 4 月～H25 年 5 月) ] 

担当（所属） 

高野明夫（責任者）, 山之内 亘, 

望月孔二，芹澤弘秀, 藤尾三紀夫, 

（沼津高専） 

実施 

場所 

沼津高専 

専攻科棟・ゼミ３教室 

制御情報実験棟 

メカトロニクス演習室 他 

講義の概要 

医療機器を制御するため、基本的なアクチュエータであるモータと駆動回路につ

いて学習した後，機器制御に必要となるセンサ技術、センサで受信した信号の処

理、デジタル制御の基礎と応用、ＰＩ制御と 2 自由度制御の設計法について学ぶ。

さらに、計測制御に用いられるソフトウェアツールを用いての総合演習と，医療

機器で利用されているシーケンス制御についても学習する。 

キーワード 制御，センサ，計測，信号処理，アクチュエータ，シーケンサ，LabView 

到達目標 

設計に必要となる工学的な基礎知識を身に付ける。 

基礎理論を適用して，実用上の問題を解決できる。 

設計ツールとして CAE を使えるようにする。 

工学の基礎理論を習得して，継続的な学習を行うための基礎をつくる。 

テキスト 授業前に資料を配布する。 

参考資料  

利用設備 

沼津高専電気電子工学科棟 1 階実験設備 

沼津高専地域共同テクノセンター実験設備 

（シーケンス制御演習機材，ノートパソコン，LabView，モーション制御機器） 

オフィス 

アワー 
講義終了後に対応する。 

備考  
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授業計画 

No. Ⅰ-⑧ 
Ⅰ医用基礎技術コース（Ⅳ工学応用） 

医用機器制御応用講座 

回 日時 場所 講 義 内 容 

1 

4 月 14 日 

(土) 

１時限 

沼津高専

ﾃ ｸ ﾉ ｾ ﾝ ﾀ ｰ

３階 

主題：ガイダンス（制御技術の概論） 

講義主担当： 高野 講義形式：講義 

講義内容のガイダンスを行う。 

また，制御技術について用途，適用事例などを含めて概論を説明

する。 

2 

4 月 14 日 

(土) 

２時限 

沼津高専

ﾃ ｸ ﾉ ｾ ﾝ ﾀ ｰ

３階 

主題：アクチュエータ制御Ⅰ（直流モータと交流モータ） 

講義主担当：高野  講義形式：講義 

モータの分類について理解した後，直流モータの基本的な特性や

交流モータの回転原理について学ぶ。 

3 

4 月 14 日 

(土) 

３時限 

沼津高専

ﾃ ｸ ﾉ ｾ ﾝ ﾀ ｰ

３階 

主題：アクチュエータ制御Ⅱ（チョッパとインバータ） 

講義主担当：高野 講義形式：講義と演習 

直流モータを駆動するためのチョッパや，交流モータを制御する

ためのインバータについて学習し，ＰＷＭ波形を作図してみる。

また,具体的な電子回路構成についても学ぶ。 

4 

4 月 14 日 

(土) 

４時限 

沼津高専

電気電子

工学科棟

3 階 

主題：センサ基礎（各種センサの仕組み） 

講義主担当：望月 講義形式：講義と実験（主に講義） 

力センサ，温度センサ，自動平衡計器，距離センサ，光センサな

ど，各種センサの中から，特に重要と思われるものについて講義

する。 

5 

4 月 21 日 

(土) 

１時限 

沼津高専

電気電子

工学科棟

3 階 

主題： センサ応用（センサ利用の実例） 

講義主担当：望月 講義形式：講義と実験（主に実験） 

最近のセンサ技術について，実例を挙げて説明する。特に非接触

センサに焦点をあてる。 

６ 

4 月 21 日 

(土) 

２時限 

沼津高専

ﾃ ｸ ﾉ ｾ ﾝ ﾀ ｰ

３階 

主題：信号処理Ⅰ（2 進数とＤ／Ａ変換） 

講義主担当：高野 講義形式：講義 

2 進数の基本について学習した後，Ｄ／Ａ変換の仕組みについて学

ぶ。 

７ 

4 月 21 日 

(土) 

３時限 

沼津高専

ﾃ ｸ ﾉ ｾ ﾝ ﾀ ｰ

３階 

主題： 信号処理Ⅱ（Ａ／Ｄ変換とカウンタ） 

講義主担当：高野 講義形式：講義 

Ａ／Ｄ変換の仕組みについて学ぶ。また，モータの速度検出など

に用いられる周波数カウンタなどについても学習する。 
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８ 

4 月 21 日 

(土) 

４時限 

沼津高専

電気電子

工学科棟

3 階 

主題：ディジタル制御Ⅰ 

講義主担当：山之内  講義形式：講義 

近年、さまざまな制御に用いられているディジタル制御について

講義する。特に離散の概念や微分積分などの基礎的な学習を御行

う。 

９ 

５月 12 日 

(土) 

２時限 

沼津高専

電気電子

工学科棟

3 階 

主題：ディジタル制御Ⅱ 

講義主担当：山之内 講義形式：実習 

ディジタル制御を実際の機器に適用した際の問題点や、医療機器

への応用例などを紹介する 

10 

5 月 12 日 

(土) 

３時限 

沼津高専

ﾃ ｸ ﾉ ｾ ﾝ ﾀ ｰ

３階 

主題：制御工学（ＰＩ制御） 

講義主担当：高野 講義形式：講義 

最も基礎的で実用されているＰＩ制御について学習する。ＰＩ制

御器の設計法を修得し，ＰＩ制御系のシミュレーションを行う。 

11 

5 月 12 日 

(土) 

４時限 

沼津高専

ﾃ ｸ ﾉ ｾ ﾝ ﾀ ｰ

３階 

主題： 制御工学（2 自由度制御） 

講義主担当：高野 講義形式：講義と実習 

ＰＩ制御の欠点を克服した２自由度制御について学習する。2 自由

制御器の設計法を修得し，２自由度制御系のシミュレーションを

行う。 

12 

5 月 19 日 

(土) 

1 時限 

沼津高専

制御情報

工学科実

験棟３階 

主題：LabView 演習Ⅰ（データ集録） 

講義主担当：芹澤 講義形式：講義と実習 

データ集録装置を用いた外部信号の入出力方法と、データの画面

へ 

の表示方法（数字表記とグラフ表示）を学習する。 

13 

5 月 19 日 

(土) 

２時限 

沼津高専

制御情報

工学科実

験棟３階 

主題：LabView 演習Ⅱ（Ｇプログラミング言語と情報加工） 

講義主担当：芹澤 講義形式：講義と実習 

Ｇプログラミング言語の制御構造と関数を学習した後、入力デー

タ 

を加工して必要な情報を取り出す方法について学習する。 

14 

5 月 19 日 

(土) 

３時限 

沼津高専

制御情報

工学科実

験棟３階 

主題：シーケンス制御Ⅰ（リレーとシーケンス図の基礎） 

講義主担当：藤尾 講義形式：講義と演習 

リレー回路を用いたシーケンス図を理解し，自己保持回路，並列

優先，インターロック回路，タイマー回路について学習し，並列

優先回路を作成して動作を確認する． 

15 

5 月 19 日 

(土) 

４時限 

沼津高専

制御情報

工学科実

験棟３階 

主題： シーケンス制御Ⅱ（シーケンサとラダー図の基礎） 

講義主担当：藤尾 講義形式：講義と演習 

シーケンサを用いたラダー図を理解し，自己保持回路，並列優

先，インターロック回路，タイマー回路について学習し，並列優

先回路を作成する．また，これらを統合した簡単なラダー図を作

成し動作確認を行う． 

備考 
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「富士山麓医用機器開発エンジニア養成プログラム」 

シラバス 詳細 

科目名（コース名） 

No. Ⅰ-⑨ 
Ⅰ医用基礎技術コース（Ⅳ工学応用） 

医用機器組込ソフトウェア応用講座 

必修/選択 必修 実施時数 
講義 1.5ｈ ×15 回（２年次前期） 

[ 平成２４年度前期(H24 年 6 月～H24 年 7 月) ] 

担当（所属） 

牛丸真司（電子制御工学科） 

青木悠祐（沼津高専） 

森孝夫（名古屋大学） 

実施 

場所 

沼津高専 

制御情報実験棟 

メカトロニクス研究室 

講義の概要 

組み込みソフトウェアに関する基礎を学習し、μITRON 仕様 OS を搭載した学

習用ボードを用いて、組込みソフトウェアのプログラミング演習を行う。次に、

組込みソフトウェア設計・開発の基本を学習し、最後に医用機器を想定としたソ

フトウェアの開発演習を行う。 

キーワード 組込みソフトウェア、リアルタイム OS、開発環境、ソフトウェア設計 

到達目標 

組み込みソフトウェアおよびその開発に関する基礎的知識を習得し、ソフトウェ

ア設計・開発の演習を通じて、医用機器開発に必要な組込みソフトウェア開発の

基礎的なスキルを実践的に習得する。 

テキスト なし 

参考資料 プリント 

利用設備 ノートパソコン、開発用ボード（マイクロネット i-GarnET） 

オフィス 

アワー 
開講日の１７時３０分～１８時３０分 

備考 プログラミング経験を有することが望ましいが、未経験者でも受講可能 
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授業計画 

No. Ⅰ-⑨ 
Ⅰ医用基礎技術コース（Ⅲ工学応用） 

医用機器組込ソフトウェア応用講座 

回 日時 場所 講 義 内 容 

1 

6 月 2 日 

(土) 

１時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ３教室 

主題：ガイダンス、組込みシステムとソフトウェア 

講義主担当： 牛丸 講義形式： 講義 

講座の概要説明、組込ソフトウェアとは、組込ソフトウェア開発の

特徴、医用機器に求められる組込ソフトウェアの特徴 

2 

6 月 2 日 

(土) 

２時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ３教室 

主題： オペレーティングシステム、μITRON 仕様 OS 

講義主担当：牛丸 講義形式： 講義 

OS の役割、マルチタスクとスケジューリング、割り込み処理、協

調制御・排他制御、リアルタイム処理、リアルタイム OS の用件、 

μITRON 仕様とは、μITRON OS の実装と開発環境 

3 

6 月 2 日 

(土) 

３時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ３教室 

主題： ソフトウェア開発環境の構築 

講義主担当：牛丸 講義形式： 講義 

コンパイラ(Cygwin)等ソフトウェア開発環境の構築とその使用方

法 

4 

6 月 2 日 

(土) 

４時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ３教室 

主題： プログラミング基礎 

講義主担当：牛丸 講義形式：講義・演習 

C 言語プログラミンの基礎 

5 

6 月 16 日 

(土) 

１時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ３教室 

主題：学習用ボードを用いたプログラミング演習（１） 

講義主担当：牛丸、青木 講義形式：演習 

教育用ボード（ i-GarnET）の概要説明と操作方法 

6 

6 月 16 日 

(土) 

２時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ３教室 

主題：学習用ボードを用いたプログラミング演習（２）  

講義主担当：牛丸、青木 講義形式：演習 

教育用ボード（i-GarnET）を用いた組込みソフトウェアのプログ

ラミング演習 

7 

6 月 16 日 

(土) 

３時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ３教室 

主題：学習用ボードを用いたプログラミング演習（３） 

講義主担当：牛丸、青木 講義形式：講義・演習 

教育用ボード（i-GarnET）を用いた組込みソフトウェアのプログ

ラミング演習 
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8 

6 月 16 日 

(土) 

４時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ３教室 

主題：学習用ボードを用いたプログラミング演習（４） 

講義主担当：牛丸、青木 講義形式：演習 

教育用ボード（i-GarnET）を用いた組込みソフトウェアのプログ

ラミング演習 

9 

7 月 7 日 

(土) 

１時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ３教室 

主題：組込みソフトウェアの設計・開発（１） 

講義主担当：森、牛丸 講義形式：講義 

組込みソフトウェアの設計・開発に関する基礎知識 

10 

7 月 7 日 

(土) 

２時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ３教室 

主題：組込みソフトウェアの設計・開発（２） 

講義主担当：森、牛丸 講義形式：講義 

組込みソフトウェアの設計・開発に関する基礎知識 

11 

7 月 7 日 

(土) 

３時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ３教室 

主題：組込みソフトウェアの設計・開発（３） 

講義主担当：森、牛丸 講義形式：講義・演習 

組込みソフトウェアの設計・開発の実際 

12 

7 月 7 日 

(土) 

４時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ３教室 

主題：組込みソフトウェアの設計・開発（４） 

講義主担当：森、牛丸 講義形式：講義・演習 

組込みソフトウェアの設計・開発の実際 

13 

7 月 21 日 

(土) 

１時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ３教室 

主題：医用機器を想定した組込みソフトウェア開発演習（１） 

講義主担当：牛丸、青木 講義形式：演習 

血圧計を例とするソフトウェア開発の演習 

14 

7 月 21 日 

(土) 

２時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ３教室 

主題：医用機器を想定した組込みソフトウェア開発演習（１） 

講義主担当：牛丸、青木 講義形式：演習 

血圧計を例とするソフトウェア開発の演習 

15 

7 月 21 日 

(土) 

３時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ３教室 

主題：組込みソフトウェア開発スキルの習得と人材育成 

講義主担当：牛丸 講義形式：講義 

組込みソフトウェア開発スキルの習得と人材育成 

備考 
講義内容は、一部変更されることがある。 
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「富士山麓医用機器開発エンジニア養成プログラム」 

シラバス 詳細 

科目名（コース名） 

No. Ⅰ-⑩ 
Ⅰ医用基礎技術コース（Ⅳ工学応用） 

医用機器の総合応用実習 

必修/選択 必修 実施時数 
講義 1.5ｈ ×15 回（２年次前期） 

[ 平成２４年度前期(H24 年 8 月～H24 年 9 月) ] 

担当（所属） 
芹澤弘秀（責任者）， 

永禮哲生，大庭勝久（沼津高専） 

実施 

場所 

沼津高専 

制御情報工学科実験棟３階 

（メカトロニクス演習室） 

講義の概要 

医療機器で用いられる要素技術である、センサ、メカニックス、モータ制御、ソ

フトウェア制御、シーケンス制御を含む機器の開発を目的として、プロジェクト

型体験学習（ＰＢＬ）の方法で実習を行う。受講生は、プロジェクトチームを編

成し、与えられたニーズ（要求）から開発すべき装置の仕様を決定する。さらに、

装置の設計から組み立て、制御ソフト開発、動作検証までをチームで協力しなが

ら行い、機器開発の一連の流れを体験する。また、最後にプレゼンテーションに

て成果発表を行う。 

キーワード 要素技術の統合、システム設計と開発、プレゼンテーション 

到達目標 

与えられたニーズから製作する装置の仕様を決定できること。これまでに学習し

た知識と技術を製品開発に応用できること。自主的な調査・学習およびチーム構

成員との対話によって問題解決を図れること。与えられた制約のもとで組織的か

つ計画的に作業を遂行できること。成果を分かりやすく説明できること。 

テキスト 授業前に資料を配布する。 

参考資料  

利用設備 

ノートパソコン（計測制御ソフトウェア LabVIEW, Ｃ開発環境）、データ集録装

置（計測インターフェイス装置）、３次元立体造形機、直流安定化電源、オシロ

スコープ、テスター、各種センサ、モータ、機構部品、電子部品等 

オフィス 

アワー 
講義終了後に対応する。 

備考  
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授業計画 

No. Ⅰ-⑩ 
Ⅰ医用基礎技術コース（Ⅳ工学応用） 

医用機器の総合応用実習 

回 日時 場所 講 義 内 容 

1 

8 月 4 日 

(土) 

１時限 

沼津高専 

制御情報

工学科実

験棟３階 

主題：ガイダンス 

講義主担当： 

芹澤，大庭 
講義形式：実習 

講義の概要を説明し、システムの設計から検証までの一連の流れに

ついて解説する。機器の操作法等に関する安全教育も行う。 

2 

8 月 4 日 

(土) 

２時限 

沼津高専 

制御情報

工学科実

験棟３階 

主題：初期研究（ニーズの把握と要求機能の明確化） 

講義主担当： 

芹澤，大庭 
講義形式：実習 

与えられたニーズ（要求）に対して仕様を決定し、要求仕様書を作

成する。 

3 

8 月 4 日 

(土) 

３時限 

沼津高専 

制御情報

工学科実

験棟３階 

主題：概念設計Ⅰ（要素技術の調査等） 

講義主担当： 

芹澤，大庭 
講義形式：実習 

装置の構成や動作を具体的に決定し、装置の開発に必要となる要素

技術の調査を行う。 

4 

8 月 4 日 

(土) 

４時限 

沼津高専 

制御情報

工学科実

験棟３階 

主題：概念設計Ⅱ（要素技術の調査とサブグループ編成） 

講義主担当： 

芹澤，大庭 
講義形式：実習 

要素設計に必要な各種事項を決定する。さらにサブシステムの開発

を担当するサブグループとその構成メンバー決定する 

5 

8 月 18 日 

(土) 

１時限 

沼津高専 

制御情報

工学科実

験棟３階 

主題：詳細設計Ⅰ（要素設計） 

講義主担当： 

芹澤，大庭，永禮 
講義形式：実習 

サブグループごとに要素設計を行い、各種図面の作成と具体的な部

品等の選定を行う。 

6 

8 月 18 日 

(土) 

２時限 

沼津高専 

制御情報

工学科実

験棟３階 

主題：詳細設計Ⅱ（要素設計と設計仕様書の作成） 

講義主担当： 

芹澤，大庭，永禮 
講義形式：実習 

ハードウェアに関しては具体的な機械図面や電気・電子回路図、ソ

フトウェアに関しては流れ図などを完成し、サブシステムごとに設

計仕様書を作成する。 

7 

8 月 18 日 

(土) 

３時限 

沼津高専 

制御情報

工学科実

験棟３階 

主題：サブシステムの製作Ⅰ 

講義主担当： 

芹澤，永禮 
講義形式：実習 

サブグループごとにサブシステムの製作を行う 
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8 

8 月 18 日 

(土) 

４時限 

沼津高専 

制御情報

工学科実

験棟３階 

主題：サブシステムの製作Ⅱ 

講義主担当： 

芹澤，永禮 
講義形式：実習 

サブグループごとにサブシステムの製作を行う 

9 

9 月 1 日 

(土) 

１時限 

沼津高専 

制御情報

工学科実

験棟３階 

主題：サブシステムの製作Ⅲ 

講義主担当： 

芹澤 
講義形式：実習 

サブグループごとにサブシステムの製作を行う 

10 

9 月 1 日 

(土) 

２時限 

沼津高専 

制御情報

工学科実

験棟３階 

主題：サブシステムの製作Ⅳ 

講義主担当： 

芹澤 
講義形式：実習 

サブグループごとにサブシステムの製作を行う 

11 

9 月 1 日 

(土) 

３時限 

沼津高専 

制御情報

工学科実

験棟３階 

主題：サブシステムの評価と調整 

講義主担当： 

芹澤 
講義形式：実習 

サブグループごとにサブシステムの動作確認と調整を行う 

12 

9 月 1 日 

(土) 

４時限 

沼津高専 

制御情報

工学科実

験棟３階 

主題：システムの統合と動作確認 

講義主担当： 

芹澤 
講義形式：実習 

開発したサブシステムを統合して装置を組み立て、その動作確認を

行う。 

13 

9 月 15 日 

(土) 

１時限 

沼津高専 

制御情報

工学科実

験棟３階 

主題：システムの最終調整 

講義主担当：芹澤， 

永禮，大庭 
講義形式：実習 

より完成度の高い装置となるよう、動作確認結果に基づいて全体調

整を行う。 

14 

9 月 15 日 

(土) 

２時限 

沼津高専 

制御情報

工学科実

験棟３階 

主題：システムの総合評価 

講義主担当：芹澤， 

永禮，大庭 
講義形式：実習 

製作した装置が要求どおりに動作するかを多角的に検証し、装置の

完成度と問題点を整理する。最終回の発表の準備も行う。 

15 

9 月 15 日 

(土) 

３時限 

沼津高専 

制御情報

工学科実

験棟３階 

主題： まとめとプレゼンテーション・報告書作成 

講義主担当：芹澤， 

永禮，大庭 
講義形式：実習 

初期研究から装置の開発・総合評価までの一連の流れをスライドに

まとめて発表し、最終成果報告書の作成を行う。 

備考 
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「富士山麓医用機器開発エンジニア養成プログラム」 

シラバス 詳細 

科目名（コース名） 

No. Ⅱ-① 
Ⅱ医用先端技術コース（Ⅰ先端医用実習） 

先端医用工学講座 

必修/選択 必修 実施時数 
講義 1.5ｈ×15 回（２年次前期～後期） 

[ 平成２４年度通年(H24 年 5 月～H26 年 3 月) ] 

担当（所属） 

望月幹男（責任者） 

東海大学、静岡がんセンター、医療機器メ

ーカ（予定） 

実施 

場所 

沼津高専 

専攻科棟・ゼミ３教室 

講義の概要 
医療技術、装置における最先端の技術をオムニバス形式で受講し、受講生の所属

する企業の製品開発、方向性の参考とする。 

キーワード 先端医療技術 

到達目標 
大学教員および企業研究者から最先端の医療技術について講演を受け、最先端の

医療技術の動向を学習し、所属企業の今後の技術開発動向に反映できる。 

テキスト 授業前に資料を配布する。 

参考資料  

利用設備  

オフィス 

アワー 
各講義終了後対応する 

備考 予定している講師や講義内容は変更になる事があります 
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授業計画 

No. Ⅱ-① 
Ⅱ医用先端技術コース（Ⅰ先端医用実習） 

先端医用工学講座 

回 日時 場所 講 義 内 容 

1 

5 月 12 日 

(土) 

１時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ ３ 教

室 

主題：ガイダンス 

講義主担当：望月幹男 講義形式： 講義 

オムニバス形式での講義概要と報告書の作成方法およびプレゼンテ

ーション方法の説明を行う．パワーポインの利用方法も説明する． 

2 

10 月 6 日 

(土) 

１時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ ３ 教

室 

主題：最先端医療技術Ⅰ 

講義主担当：榊原 講義形式： 講義 

脳神経科学や再生治療に関する最先端技術とその動向について講義

する． 

講師：東海大学開発工学部生物工学科（榊原教授） 

3 

10 月 20 日 

(土) 

１時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ ３ 教

室 

主題：最先端医療技術Ⅱ 

講義主担当：蓮実 講義形式：講義 

ガンマーカーの最先端技術と診断薬に関する技術動向およびファル

マバレープロジェクトの成果について説明する． 

講師：沼津高専物質工学科（蓮実教授） 

4 

11 月 10 日 

(土) 

１時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ ３ 教

室 

主題：最先端医療技術Ⅲ 

講義主担当：未定 講義形式：講義 

ケア技術の先端技術と動向および介護ロボットへの期待について説

明する． 

講師：静岡がんセンター研究所（未定） 

5 

11 月 17 日 

(土) 

１時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ ３ 教

室 

主題：最先端医療技術Ⅳ 

講義主担当：未定 講義形式：講義 

がんの早期発見・がん診断の正確性を高め、不必要な治療を無く

すことで患者の身体的負担を軽減しＱＯＬの向上に寄与するバ

イオマーカーの開発について説明する． 

講師：静岡がんセンター研究所（未定） 

6 

12 月 1 日 

(土) 

１時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ ３ 教

室 

主題：特別講演Ⅰ 

講義主担当：未定 講義形式：講義 

生体材料および再生医療に関する最先端技術および地域企業への期

待について講演する． 

講師：医療機器メーカ（未定） 

7 

12 月 15 日 

(土) 

１時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ ３ 教

室 

主題：特別講演Ⅰ 

講義主担当：未定 講義形式：講義 

人工透析技術の最先端技術と透析器の主要技術および地域企業への

期待について講演する 

講師：医療機器メーカ（未定） 



-50- 

 

8 

12 月 15 日 

(土) 

２時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ ３ 教

室 

主題：最先端医療技術Ⅴ 

講義主担当：未定 講義形式：講義 

ＣＴやＭＲＩ，光ファイバーなど画像診断における最新技術とその

動向について説明する． 

9 

1 月 12 日 

(土) 

１時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ ３ 教

室 

主題：最先端医療技術Ⅵ 

講義主担当：未定 講義形式：講義 

人工心臓など人工臓器の最先端技術とその動向について説明する． 

10 

1 月 19 日 

(土) 

１時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ ３ 教

室 

主題：最先端医療技術Ⅶ 

講義主担当：未定 講義形式：講義 

遺伝子研究の最先端技術とその動向について説明する． 

11 

2 月 2 日 

(土) 

１時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ ３ 教

室 

主題：最先端医療技術Ⅷ 

講義主担当：未定 講義形式：講義 

医療・介護分野におけるロボットの最先端技術とその動向について

説明する． 

12 

2 月 23 日 

(土) 

1 時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ ３ 教

室 

主題：最先端医療技術Ⅸ 

講義主担当：未定 講義形式：講義 

医療材料の最先端技術とその動向について説明する． 

13 

3 月 2 日 

(土) 

１時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ ３ 教

室 

主題：最先端医療技術Ⅹ 

講義主担当： 未定 講義形式：講義 

静岡がんセンターおよび研究所の現状と将来および地域への期待に

ついて講演を受ける． 

14 

3 月 22 日 

(土) 

２時限 

未 定 

主題：特別講演Ⅱ 

講義主担当：未定 講義形式：講演 

医療機器メーカにおける医療事業の概要と戦略について講演を受け

る． 

15 

3 月 22 日 

(土) 

３時限 

未 定 

主題：特別講演Ⅱ 

講義主担当：  講義形式：講演 

医療機器メーカにおける医療事業の概要と戦略について講演を受け

る． 

備考 予定している講師や講義内容は変更になる場合があります 
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「富士山麓医用機器開発エンジニア養成プログラム」 

シラバス 詳細 

科目名（コース名） 

No. Ⅱ-② 
Ⅱ医用先端技術コース（Ⅰ先端医用実習） 

先端医用機器開発実習 

必修/選択 必修 実施時数 

講義・実習 1.5ｈ×15 回（２年次後期） 

[ 平成２４年度後期 

(H24 年 10 月～H24 年 12 月) ] 

担当（所属） 
藤尾三紀夫（沼津高専）：とりまとめ 

外部講師（医療機器企業技術者を予定） 

実施 

場所 

沼津高専 

専攻科棟・ゼミ３教室 

その他(医療機器メーカ) 

講義の概要 

実際に利用されている医療機器について機能の改良、装置の改造を行う。 

また、共同研究を前提とし、企業から与えられた仕様を満たす機能あるいは機

器・器具を開発する。 

キーワード  

到達目標 
実際に医療機器を操作することで仕様を理解し、要求仕様書に従って新たな機能

や器具を開発できる実践的な能力を身に付ける。 

テキスト 
装置のマニュアル 

装置の設計書（仕様書） 

参考資料  

利用設備  

オフィス 

アワー 
各講義終了後対応する 

備考 
２～３名をひとつのチームとし，班ごとに機能開発を行う 

時間外に実施したい場合は，班ごとに実施日時を決めて担当の許可を得ること 
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授業計画 

No. Ⅱ-② 
Ⅱ医用先端技術コース（Ⅰ先端医用実習） 

先端医用機器開発実習 

回 日時 場所 講 義 内 容 

1 

10 月 6 日 

(土) 

２時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ ３ 教

室 

主題：ガイダンス 

講義主担当：藤尾 講義形式： 講義 

医用機器開発実習の概要説明と対象装置および要求仕様の概要を説

明する．また，報告書の作成方法，プレゼンテーション法について

説明する．あわせて，班分けと役割分担を決める． 

2 

10 月 6 日 

(土) 

３時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ ３ 教

室 

主題：開発医療機器の説明と要求仕様の提示 

講義主担当：藤尾ほか 講義形式： 講義 

開発対象となる医療機器の概要説明から操作説明を受け，実際に操

作して機器の概要を理解する．また，開発すべき要求仕様の説明を

受け要求仕様の内容を理解する．  

3 

10 月 6 日 

(土) 

４時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ ３ 教

室 

主題：要求仕様の解析と基本構想 

講義主担当：藤尾ほか 講義形式：講義と演習 

各班で対象とする要求仕様を決定する．そして，与えられた要求仕

様書を解読し，何が求められているかを判断した後，要求仕様を満

たすための基本構想を練る． 

4 

10 月 20 日 

(土) 

２時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ ３ 教

室 

主題：設計Ⅰ（概念設計） 

講義主担当：藤尾ほか 講義形式：演習 

班毎に要求仕様を満たすために必要となる機能を洗い出し，概念設

計を行う． 

5 

10 月 20 日 

(土) 

３時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ ３ 教

室 

主題：設計Ⅱ（システム設計） 

講義主担当：藤尾ほか 講義形式：演習 

洗い出した機能を満たすために必要となるシステム構成を検討し，

班内で役割分担を決定する． 

6 

10 月 20 日 

(土) 

４時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ ３ 教

室 

主題：設計Ⅲ（外部・内部仕様書作成） 

講義主担当：藤尾ほか 講義形式：演習 

担当毎に外部・内部仕様書を作成し，分担機能の設計を行う． 

7 

11 月 10 日 

(土) 

２時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ ３ 教

室 

主題：開発Ⅰ（基本部分製作） 

講義主担当：藤尾ほか 講義形式：演習 

担当機能の開発を行う（基本部分の製作） 
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8 

11 月 10 日 

(土) 

３時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ ３ 教

室 

主題：開発Ⅱ（詳細部分製作） 

講義主担当：藤尾ほか 講義形式：演習 

担当機能の開発を行う（詳細部分の製作） 

9 

11 月 10 日 

(土) 

４時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ ３ 教

室 

主題：開発Ⅲ（単体テスト） 

講義主担当：藤尾ほか 講義形式：演習 

担当機能の単体での動作確認を行う． 

必要に応じて機能の修正も行う． 

10 

11 月 17 日 

(土) 

２時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ ３ 教

室 

主題：開発Ⅳ（結合テスト） 

講義主担当：藤尾ほか 講義形式：演習 

単体テストを合格した班員の機能を結合し，結合テストを行う．ま

た，必要に応じて各機能の修正も行う． 

11 

11 月 17 日 

(土) 

３時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ ３ 教

室 

主題：開発Ⅴ（総合テスト） 

講義主担当：藤尾ほか 講義形式：演習 

開発したシステムが要求仕様を満たすか総合テストを行う． 

必要に応じて修正を行う． 

12 

11 月 17 日 

(土) 

４時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ ３ 教

室 

主題：デバック・評価（操作検証） 

講義主担当：藤尾ほか 講義形式：演習 

開発したシステムの動作確認と操作確認の検証を行う． 

必要に応じて修正を行う．また，機能の改良も検討する． 

13 

12 月 1 日 

(土) 

２時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ ３ 教

室 

主題：デバック・評価（修正と検証） 

講義主担当：藤尾ほか 講義形式：演習 

開発・改良・修正したシステムの動作確認と操作確認の検証を行う． 

必要に応じて修正を行う．また，機能の改良も検討する． 

14 

12 月 1 日 

(土) 

３時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ ３ 教

室 

主題：運用評価（仕様評価） 

講義主担当：藤尾ほか 講義形式：演習 

開発した機能を第三者（要求仕様を作成した担当）が評価し，仕様

を満足しているか判断する．仕様を満たさない場合は，修正する． 

15 

12 月 1 日 

(土) 

４時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ ３ 教

室 

主題：まとめ（プレゼンテーションとデモンストレーション） 

講義主担当：藤尾ほか 講義形式：演習 

開発した機能についてプレゼンテーションとデモンストレーション

を実施する．また，報告書を作成する． 

備考 講義場所や講義内容は変更になる場合があります 
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「富士山麓医用機器開発エンジニア養成プログラム」 

シラバス 詳細 

科目名（コース名） 

No. Ⅱ-③ 
Ⅱ医用先端技術コース（Ⅰ先端医用実習） 

先端医用機器解析実習 

必修/選択 必修 実施時数 
講義・実習 1.5ｈ×15 回（２年次後期） 

[ 平成２４年度後期(H25 年 1 月～H25 年 3 月) ] 

担当（所属） 
藤尾三紀夫（沼津高専）：とりまとめ 

外部講師（医療機器企業技術者を予定） 

実施 

場所 

沼津高専 

専攻科棟・ゼミ３教室 

その他(医療機器メーカ) 

講義の概要 
実際に利用されている医用機器について機能の理解を行った後、各要素技術につ

いて調査・分析し、利用されている技術を理解する。 

キーワード  

到達目標 

実際に医療機器をさわり、理解し、機能分析できる実践的な能力を身に付ける。 

また、文献調査やインターネットにおける調査など調査手法も身につける。併せ

て特許の検索手法も身につける． 

テキスト 
装置のマニュアル 

装置の設計書 

参考資料  

利用設備  

オフィス 

アワー 
各講義終了後対応する 

備考 
２～３名をひとつのチームとし，班ごとに機能開発を行う 

時間外に実施したい場合は，班ごとに実施日時を決めて担当の許可を得ること 
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授業計画 

No. Ⅱ-③ 
Ⅱ医用先端技術コース（Ⅰ先端医用実習） 

先端医用機器解析実習 

回 日時 場所 講 義 内 容 

1 

1 月 12 日 

(土) 

２時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ ３ 教

室 

主題：ガイダンス 

講義主担当：藤尾 講義形式： 講義 

医用機器解析実習の概要説明と対象装置の概要を説明する．また，

報告書の作成方法，プレゼンテーション法について説明する．あわ

せて，班分けと役割分担を決める． 

2 

1 月 12 日 

(土) 

３時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ ３ 教

室 

主題：医療機器の概要説明 

講義主担当：藤尾ほか 講義形式： 講義 

解析対象となる医療機器の概要説明から操作説明を受け，実際に操

作して機器の概要を理解する．また，どのような用途で，どのよう

な機能を有しているか理解する．  

3 

1 月 12 日 

(土) 

４時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ ３ 教

室 

主題：医用機器の市場調査（インターネット利用） 

講義主担当：藤尾ほか 講義形式：講義と演習 

解析対象となる医療機器の競合他社およびの製品，類似製品，技術

動向，製品動向，シェア，マーケットなどインターネットを利用し

て市場調査する．また，各班で対象とする製品あるいは機器を決め

る． 

4 

1 月 19 日 

(土) 

２時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ ３ 教

室 

主題：医療機器の仕様分析 

講義主担当：藤尾ほか 講義形式：演習 

班毎に対象となる医療機器の仕様を分析する．そして，機能分析を

行い，システム構成を把握する． 

5 

1 月 19 日 

(土) 

３時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ ３ 教

室 

主題：医療機器の分解と要素分解 

講義主担当：藤尾ほか 講義形式：演習 

医療機器を分解し，機能分析された仕様毎に要素分解を行い，構成

要素を把握する． 

6 

1 月 19 日 

(土) 

４時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ ３ 教

室 

主題：要素技術の抽出Ⅰ（基本要素） 

講義主担当：藤尾ほか 講義形式：演習 

分担して，基本的な要素について大まかに要素技術の抽出を行う． 

7 

2 月 2 日 

(土) 

２時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ ３ 教

室 

主題：要素技術の抽出Ⅱ（詳細要素） 

講義主担当：藤尾ほか 講義形式：演習 

抽出された要素技術を更に分析し，詳細要素を調査することでさら

に詳細な要素に分解する． 
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8 

2 月 2 日 

(土) 

３時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ ３ 教

室 

主題：要素技術の調査・分析Ⅰ（図書館利用） 

講義主担当：藤尾ほか 講義形式：演習 

担当する要素技術について図書館にて文献調査する．必要に応じて，

文献を取り寄せる手続きを行う． 

9 

2 月 2 日 

(土) 

４時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ ３ 教

室 

主題：要素技術の調査・分析Ⅱ（インターネット利用） 

講義主担当：藤尾ほか 講義形式：演習 

担当する要素技術についてインターネットを活用して調査する．  

10 

2 月 16 日 

(土) 

２時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ ３ 教

室 

主題：要素技術の解析Ⅰ（基本機能） 

講義主担当：藤尾ほか 講義形式：演習 

要素技術を構成する基本的な機能について調査する． 

11 

2 月 16 日 

(土) 

３時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ ３ 教

室 

主題：要素技術の解析Ⅱ（動作原理） 

講義主担当：藤尾ほか 講義形式：演習 

要素技術を実現するために利用されている動作原理を調査する 

12 

2 月 16 日 

(土) 

４時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ ３ 教

室 

主題：要素技術の解析Ⅲ（特許調査） 

講義主担当：藤尾ほか 講義形式：演習 

要素技術について先行調査および特許調査をインターネットを活用

して調査する． 

 

13 

3 月 2 日 

(土) 

２時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ ３ 教

室 

主題：要素技術の解析Ⅳ（代替え機能の検討） 

講義主担当：藤尾ほか 講義形式：演習 

要素技術について，代替え機能が可能かどうか，また代替え機能に

ついて調査検討する． 

14 

3 月 2 日 

(土) 

３時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ ３ 教

室 

主題：報告書作成 （データ整理） 

講義主担当：藤尾ほか 講義形式：演習 

要素解析，分析，調査した結果を報告書としてまとめる． 

15 

3 月 2 日 

(土) 

４時限 

沼 津 高

専・専攻

科棟・ゼ

ミ ３ 教

室 

主題：まとめと報告会 

講義主担当：藤尾ほか 講義形式：演習 

解析調査結果についてプレゼンテーションを実施する．また，報告

書を提出する． 

備考 講義場所や講義内容は変更になる場合があります 
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- カリキュラム運営方針（５年間予定） - 

[ 実施曜日 ] 

基本的に毎月隔週土曜日終日（第１，第３土曜日）実施 

 

[ 講義時間 ] 

時限 時 間 

１ １０：００～１１：３０ 

２ １２：３０～１４：００ 

３ １４：１０～１５：４０ 

４ １５：５０～１７：２０ 

昼休み： 11:30～12:30 

 

[ 講義内容] 

開講 

時期 
前期（４～９月） 後期（１０月～３月） 

１学年 

Ⅰ医用基礎技術コース（Ⅰ医用基礎） 

Ⅰ①薬事申請・関連法規基礎講座 

Ⅰ②臨床医学・臨床工学基礎講座 

Ⅰ③生体計測工学・医用材料工学基礎講座 

Ⅰ医用基礎技術コース（Ⅱ医用工学基礎） 

Ⅰ④医用品質・安全工学基礎講座 

Ⅰ⑤医用材料加工技術基礎講座 

Ⅰ⑥医用機器設計基礎講座 

Ⅰ医用基礎技術コース（Ⅲロードマップ作成） 

Ⅰ⑦医用機器産業基礎講座 

２学年 

Ⅰ医用基礎技術コース（Ⅳ工学応用） 

Ⅰ⑧医用機器制御応用講座 

Ⅰ⑨医用機器組込ソフトウェア応用講座 

Ⅰ⑩医用機器の総合応用実習 

Ⅱ医用先端技術コース（Ⅰ先端医用実習） 

Ⅱ①先端医用工学講座 

Ⅱ②先端医用機器開発実習 

Ⅱ③先端医用機器解析実習 

Ⅱ医用先端技術コース（Ⅱインターンシップ） 

Ⅱ④先端医療インターンシップ 

 

[ 年度進行表] 

科目 

/実施年度 

平成２１年 平成２２年 平成２３年 平成２４年 平成２５年 

前 

期 

後 

期 

前 

期 

後 

期 

前 

期 

後 

期 

前 

期 

後 

期 

前 

期 

後

期 

Ⅰ医用基礎技術コース 

（Ⅰ医用基礎） 
 Ⅰ Ⅱ  Ⅲ  Ⅳ  Ⅴ  

Ⅰ医用基礎技術コース 

（Ⅱ医用工学基礎） 
  Ⅰ Ⅱ  Ⅲ  Ⅳ  Ⅴ 

Ⅰ医用基礎技術コース 

（Ⅲロードマップ作成） 
 Ⅰ Ⅰ･Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅳ Ⅳ Ⅴ Ⅴ 

Ⅰ医用基礎技術コース 

（Ⅳ工学応用） 
   Ⅰ Ⅱ  Ⅲ  Ⅳ  

Ⅱ医用先端技術コース 

（Ⅰ先端医用実習） 
    Ⅰ Ⅱ  Ⅲ  Ⅳ 

Ⅱ医用先端技術コース 

（Ⅱインターンシップ） 
   Ⅰ Ⅰ･Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅳ Ⅳ 

共同研究     ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

数値は何期生かを示す 

 


